
 

 

目

次

 

＊

＊

は

じ

め

に

＊

＊

 

＊

＊

「

ヌ

ー

ソ

ロ

ジ

ー

」

の

簡

単

な

お

さ

ら

い

＊

＊

 

・

次

元

観

察

子

の

階

層

構

造

 

・

奇

数

系

は

「

自

己

・

精

神

」

寄

り

、

偶

数

系

は

「

他

者

・

物

質

」

寄

り

 

・

ケ

イ

ブ

コ

ン

パ

ス

に

つ

い

て

 

 

＊

＊

ユ

ン

グ

精

神

分

析

に

つ

い

て

＊

＊

 

■

ユ

ン

グ

心

理

学

の

有

り

様

に

つ

い

て

 

・

ユ

ン

グ

と

は

ど

ん

な

人

か

？

 

・

河

合

隼

雄

さ

ん

の

功

績

 

・

推

奨

文

献

 

■

ユ

ン

グ

心

理

学

の

内

容

（

元

型

論

）

 

・

「

元

型

」

に

つ

い

て

 

・

「

シ

ャ

ド

ウ

」

に

つ

い

て

 

・

「

ペ

ル

ソ

ナ

」

に

つ

い

て

 

・

「

こ

こ

ろ

（

S
oul

）

」

に

つ

い

て

 



 

 

・

「

ア

ニ

マ

」

と

「

ア

ニ

ム

ス

」

に

つ

い

て

 
・

「

自

己

（

S
elf

）

」

に

つ

い

て

 

・

自

己

実

現

の

道

の

危

険

性

に

つ

い

て

 

・

「

ト

リ

ッ

ク

ス

タ

ー

」

に

つ

い

て

 

・

「

大

母

（

グ

レ

ー

ト

マ

ザ

ー

）

」

と

「

老

賢

者

」

 

・

父

性

原

理

と

母

性

原

理

 

・

『

次

元

観

察

子

』

と

「

元

型

」

の

関

係

 

・

内

向

タ

イ

プ

と

外

向

タ

イ

プ

 

・

「

オ

タ

ク

」

と

「

リ

ア

充

」

に

つ

い

て

な

ど

 

・

４

つ

の

タ

イ

プ

 

・

「

火

」

「

水

」

「

風

」

「

土

」

と

ケ

イ

ブ

コ

ン

パ

ス

 

・

「

夢

」

に

つ

い

て

 

・

「

集

合

無

意

識

」

に

つ

い

て

 

・

「

コ

ン

プ

レ

ッ

ク

ス

」

に

つ

い

て

 

・

「

シ

ン

ク

ロ

ニ

シ

テ

ィ

」

に

つ

い

て

 

・

「

カ

イ

ロ

ス

」

と

「

ク

ロ

ノ

ス

」

に

つ

い

て

 

・

「

マ

ナ

人

格

」

に

つ

い

て

 



 

 

＊

＊

フ

ロ

イ

ト

に

つ

い

て

＊

＊

 
・

フ

ロ

イ

ト

に

つ

い

て

ざ

っ

く

り

と

 

・

「

リ

ビ

ド

ー

」

に

つ

い

て

 

・

「

自

我

」

・

「

エ

ス

」

・

「

超

自

我

」

に

つ

い

て

 

・

「

エ

ロ

ス

」

と

「

タ

ナ

ト

ス

」

 

・

「

転

移

」

現

象

に

つ

い

て

 

■

こ

れ

ま

で

の

用

語

ま

と

め

 

・

オ

ス

ス

メ

の

う

つ

病

本

 

・

う

つ

病

治

療

法

は

大

き

く

分

け

て

二

つ

？

 

・

「

ウ

コ

ン

」

と

「

て

ぇ

げ

ぇ

主

義

」

 

・

睡

眠

不

足

と

い

う

社

会

問

題

？

 

 ＊

＊

ラ

カ

ン

精

神

分

析

編

、

は

じ

め

に

＊

＊

 

・

ラ

カ

ン

と

は

ど

ん

な

人

か

？

 

・

「

人

間

は

人

間

で

な

い

も

の

を

知

っ

て

い

る

」

 

・

ラ

カ

ン

の

読

み

方

に

つ

い

て

 

・

ラ

カ

ン

の

難

し

い

所

 



 

 

・

西

洋

の

外

か

ら

見

る

ラ

カ

ン

 
・

推

奨

文

献

 

■

ラ

カ

ン

心

理

学

の

内

容

（

鏡

像

段

階

論

と

Ｒ

Ｓ

Ｉ

）

 

・

「

鏡

像

段

階

論

」

に

つ

い

て

 

・

「

エ

ス

」

と

「

主

体

」

に

つ

い

て

 

・

「

想

像

界

」

と

「

象

徴

界

」

に

つ

い

て

 

・

数

列

を

使

っ

た

象

徴

界

の

例

え

話

 

・

「

現

実

界

」

に

つ

い

て

 

・

映

画

「

マ

ト

リ

ッ

ク

ス

」

の

比

喩

 

■

ラ

カ

ン

心

理

学

の

内

容

（

名

と

イ

メ

ー

ジ

の

関

係

と

シ

ェ

ー

マ

Ｌ

）

 

・

「

シ

ニ

フ

ィ

ア

ン

（

名

）

」

と

「

シ

ニ

フ

ィ

エ

（

イ

メ

ー

ジ

）

」

 

・

シ

ェ

ー

マ

Ｌ

に

つ

い

て

 

・

シ

ェ

ー

マ

Ｌ

に

あ

る

二

つ

の

線

 

・

言

語

を

「

作

る

」

世

界

と

、

言

語

を

「

使

う

」

世

界

 

・

ラ

カ

ン

の

精

神

分

析

が

目

指

す

も

の

 

・

「

三

人

の

囚

人

の

寓

話

」

に

つ

い

て

 

・

「

三

人

の

囚

人

の

寓

話

」

の

問

題

点

 



 

 

・

「

論

理

の

時

間

」

に

つ

い

て

 
・

二

つ

の

「

時

間

」

の

方

向

性

 

■

人

間

の

自

我

構

造

の

発

展

 

・

人

間

の

自

我

形

成

の

仕

組

み

、

そ

の

１

：

空

間

認

識

の

レ

ベ

ル

 

・

人

間

の

自

我

形

成

の

仕

組

み

、

そ

の

２

：

上

位

レ

ベ

ル

 

・

オ

ン

ラ

イ

ン

ゲ

ー

ム

と

の

対

応

 

・

「

ペ

ル

ソ

ナ

」

と

「

こ

こ

ろ

」

 

■

４

次

元

で

読

む

ラ

カ

ン

 

・

「

４

次

元

」

で

読

む

と

ラ

カ

ン

は

分

か

り

や

す

い

？

 

・

「

４

次

元

空

間

」

と

は

？

 

・

「

４

次

元

空

間

」

側

の

「

シ

ニ

フ

ィ

ア

ン

（

名

）

」

を

見

る

 

・

仏

教

の

「

止

観

」

に

つ

い

て

 

・

「

対

象

ａ

」

に

つ

い

て

 

・

「

対

象

ａ

」

は

ヌ

ー

ソ

ロ

ジ

ー

的

に

言

う

と

何

か

？

 

・

「

ま

な

ざ

し

」

と

し

て

の

「

対

象

ａ

」

 

・

「

人

間

の

欲

望

は

《

他

者

》

の

欲

望

で

あ

る

」

 

・

親

鸞

の

「

他

力

本

願

」

に

つ

い

て

 



 

 

・

「

黄

金

数

」

の

話

 
・

メ

ビ

ウ

ス

構

造

 

■

「

父

の

名

」

や

「

フ

ァ

ル

ス

」

に

つ

い

て

 

・

ラ

カ

ン

に

よ

る

「

オ

イ

デ

ィ

プ

ス

・

コ

ン

プ

レ

ッ

ク

ス

」

解

釈

 

・

「

フ

ァ

ル

ス

」

に

つ

い

て

 

・

「

去

勢

」

に

つ

い

て

 

・

「

父

の

名

」

に

つ

い

て

 

■

こ

れ

ま

で

の

用

語

ま

と

め

 

 ＊

＊

オ

イ

デ

ィ

プ

ス

編

、

は

じ

め

に

＊

＊

 

＊

＊

ア

ド

ラ

ー

に

つ

い

て

軽

く

＊

＊

 

・

ア

ド

ラ

ー

と

は

？

 

・

「

岸

見

一

郎

」

さ

ん

な

ど

の

影

響

 

・

「

劣

等

感

」

に

つ

い

て

 

・

「

劣

等

性

」

と

「

差

異

」

と

に

つ

い

て

 

・

「

共

同

体

精

神

」

に

つ

い

て

 

・

「

共

同

体

精

神

」

に

あ

る

階

層

構

造

 



 

 

・

能

動

的

に

生

き

る

と

い

う

こ

と

に

つ

い

て

 
・

「

オ

イ

デ

ィ

プ

ス

」

と

は

何

か

？

 

・

神

話

「

オ

イ

デ

ィ

プ

ス

王

」

の

内

容

 

・

「

オ

イ

デ

ィ

プ

ス

王

の

神

話

」

か

ら

「

オ

イ

デ

ィ

プ

ス

・

コ

ン

プ

レ

ッ

ク

ス

」

へ

 

・

著

書

「

ア

ン

チ

・

オ

イ

デ

ィ

プ

ス

」

に

つ

い

て

 

・

「

ア

ン

チ

・

オ

イ

デ

ィ

プ

ス

」

に

お

け

る

「

オ

イ

デ

ィ

プ

ス

」

と

は

？

 

・

「

父

な

る

も

の

」

と

「

西

洋

」

の

関

係

 

・

ヌ

ー

ソ

ロ

ジ

ー

に

お

け

る

「

思

形

と

感

性

」

 

・

「

母

な

る

も

の

」

と

「

東

洋

」

の

関

係

 

・

「

神

道

」

の

持

つ

二

面

性

に

つ

い

て

 

・

「

母

な

る

も

の

」

へ

の

父

性

の

上

書

き

 

・

ジ

ャ

パ

ニ

ー

ズ

・

オ

イ

デ

ィ

プ

ス

・

コ

ン

プ

レ

ッ

ク

ス

 

・

「

ア

ン

チ

・

オ

イ

デ

ィ

プ

ス

」

と

は

何

か

？

 

・

現

代

日

本

で

権

力

を

持

つ

も

の

 

・

「

学

校

」

と

「

メ

デ

ィ

ア

」

に

つ

い

て

 

・

「

医

療

」

に

つ

い

て

 

・

「

政

治

」

に

つ

い

て

軽

く

 



 

 

・

「

学

校

」

「

メ

デ

ィ

ア

」

「

医

療

」

の

３

つ

に

つ

い

て

ま

と

め

 
・

父

性

側

が

重

視

す

る

も

の

 

・

母

性

側

が

抱

え

る

も

の

 

・

実

例

が

書

か

れ

た

文

献

に

つ

い

て

 

■

「

物

質

的

な

軸

」

と

「

精

神

的

な

軸

」

に

つ

い

て

 

・

二

つ

の

軸

に

つ

い

て

 

・

ア

ー

リ

マ

ン

的

な

力

と

ル

シ

フ

ェ

ル

的

な

力

 

・

政

治

に

お

け

る

二

つ

の

立

場

 

・

「

２

つ

の

軸

」

と

仕

事

に

つ

い

て

 

・

産

業

の

発

展

に

よ

る

構

造

の

変

化

 

・

仕

事

を

す

る

と

い

う

こ

と

は

、

「

人

と

関

わ

る

」

と

い

う

こ

と

 

・

「

二

つ

の

軸

」

の

理

想

的

な

在

り

方

 

・

必

要

な

「

知

性

」

と

は

何

か

？

 

・

学

校

で

習

う

科

目

に

つ

い

て

 

・

学

校

で

習

う

こ

と

で

重

要

な

も

の

 

・

学

校

で

習

う

こ

と

で

重

要

で

な

い

も

の

 

・

「

理

科

」

と

「

社

会

」

と

い

っ

た

科

目

に

つ

い

て

な

ど

 



 

 

・

「

丸

暗

記

」

の

仕

組

み

と

そ

の

逆

と

な

る

も

の

 
・

「

ヌ

ー

ソ

ロ

ジ

ー

」

で

求

め

ら

れ

る

知

性

 

・

「

暗

記

」

と

「

虚

栄

心

」

 

・

正

直

、

大

学

を

卒

業

し

な

い

で

も

、

そ

れ

な

り

に

仕

事

を

し

て

生

き

て

い

け

る

世

の

中

に

な

っ

て

欲

し

い

 

＊

＊

魔

術

・

オ

カ

ル

テ

ィ

ズ

ム

と

の

絡

み

な

ど

＊

＊

 

・

魔

術

の

カ

ウ

ン

タ

ー

カ

ル

チ

ャ

ー

的

側

面

 

・

「

勇

気

づ

け

」

の

手

段

と

し

て

の

魔

法

 

・

４

種

の

「

オ

イ

デ

ィ

プ

ス

」

的

な

弊

害

に

つ

い

て

 

・

「

星

の

力

」

を

借

り

て

生

き

る

 

・

フ

ロ

イ

ト

の

や

り

方

と

ユ

ン

グ

の

や

り

方

 

・

「

仏

教

」

に

つ

い

て

 

・

「

日

本

神

話

」

で

表

現

さ

れ

て

い

る

こ

と

 

・

隠

れ

た

「

月

」

の

力

 

 



 

 

＊

＊

は

じ

め

に

＊

＊

 

  

本

書

の

タ

イ

ト

ル

は

「

Ｎ

Ｏ

Ｓ

と

Ｎ

Ｏ

Ｏ

Ｓ

の

精

神

分

析

」

で

あ

る

。

本

書

は

、

宇

宙

論

『

ヌ

ー

ソ

ロ

ジ

ー

』

の

概

念

と

、

「

ユ

ン

グ

」

や

「

ラ

カ

ン

」

と

い

っ

た

精

神

分

析

で

語

ら

れ

て

い

る

こ

と

を

す

り

合

わ

せ

て

考

え

て

み

る

・

・

・

と

い

う

の

が

主

な

目

的

で

あ

る

。

 

 

タ

イ

ト

ル

に

あ

る

『

Ｎ

Ｏ

Ｓ

（

ノ

ス

）

』

と

『

Ｎ

Ｏ

Ｏ

Ｓ

（

ノ

ウ

ス

）

』

と

は

、

「

ヌ

ー

ソ

ロ

ジ

ー

」

に

出

て

く

る

用

語

で

あ

り

、

「

宇

宙

に

流

れ

る

根

元

的

な

二

元

性

」

の

よ

う

な

も

の

で

あ

る

。

精

神

分

析

に

お

い

て

、

現

場

で

「

精

神

病

」

と

扱

わ

れ

る

も

の

で

も

、

宇

宙

論

の

よ

う

な

「

世

の

中

全

体

」

の

枠

組

み

か

ら

捉

え

て

解

釈

す

る

と

、

そ

れ

は

「

精

神

」

と

「

物

質

」

で

あ

っ

た

り

、

「

個

人

」

と

「

社

会

」

で

あ

っ

た

り

、

「

父

性

」

と

「

母

性

」

で

あ

っ

た

り

、

「

神

」

と

「

人

」

で

あ

っ

た

り

、

「

自

己

」

と

「

他

者

」

で

あ

っ

た

り

・

・

・

と

、

普

遍

的

な

「

二

元

性

」

の

問

題

が

、

個

人

的

な

問

題

と

も

関

わ

っ

て

い

る

こ

と

が

分

か

っ

て

く

る

。

従

っ

て

、

精

神

分

析

と

い

う

ジ

ャ

ン

ル

を

、

こ

の

よ

う

な

「

宇

宙

論

」

と

絡

め

て

捉

え

て

み

る

こ

と

で

、

何

か

新

し

い

こ

と

が

分

か

っ

た

り

、

新

し

い

手

段

が

見

え

て

く

る

の

で

は

な

い

か

？

と

い

う

こ

と

で

、

こ

れ

に

つ

い

て

突

き

詰

め

て

み

る

。

 

 

ま

た

、

「

ヌ

ー

ソ

ロ

ジ

ー

」

で

語

ら

れ

て

い

る

概

念

は

、

決

し

て

、

人

間

の

世

界

と

は

無

関

係

な

イ

デ

ア

の

物

事

を

語

っ

て

い

る

わ

け

で

は

な

い

。

む

し

ろ

、

ユ

ン

グ

や

ラ

カ

ン

の

精

神

分

析

の

よ

う

な

、

一

般

の

人

が

無

意

識

の

世

界

と

向

き

合

っ

た

時

に

出

て

く

る

、

ド

ロ

ド

ロ

し

た

も

の

と

密

接

な

関

わ

り

が

あ

る

も

の

だ

と

思

う

。

む

し

ろ

、

ヌ

ー

ソ

ロ

ジ

ー

で

「

高

次

元

」

と

し

て

扱

わ

れ

る

も

の

は

、

人

間

に

と

っ

て

ド

ロ

ド

ロ

し

た

も

の

と

関

わ

り

な

く

向

か

う

こ

と

が

で

き

る

も

の

で

は

な

い

。

ヌ

ー

ソ

ロ

ジ

ー

は

ど

の

辺

を

フ

ォ

ー

カ

ス

し

て

扱

う

か

に

よ

っ

て

そ

の

印

象

は

変

わ

る

が

、

そ

こ

は

言

い

切

っ

て

も

良

い

。

ヌ

ー

ソ

ロ

ジ

ー

は

「

精

神

分

析

」

的

な

ジ

ャ

ン

ル

を

必

ず

通

過

す

る

と

い

う

こ

と

は

、

逆

に

言

う

と

、

ヌ

ー

ソ

ロ

ジ

ー

が

、

こ

う

し

た

分

野

に

も

役

に

立

つ

と

い

う

こ

と

の

裏

付

け

に

も

な

る

思

う

。

 



 

 

 

本

書

は

、

三

部

作

構

成

で

「

ヌ

ー

ソ

ロ

ジ

ー

×

精

神

分

析

」

と

い

う

ジ

ャ

ン

ル

に

つ

い

て

書

い

て

い

く

こ

と

に

す

る

。

一

部

目

は

「

ユ

ン

グ

」

に

つ

い

て

。

二

部

目

は

「

ラ

カ

ン

」

に

つ

い

て

。

三

部

目

は

「

オ

イ

デ

ィ

プ

ス

」

と

い

う

概

念

に

つ

い

て

で

あ

る

。

 

 

早

速

、

一

部

目

は

「

ユ

ン

グ

」

に

つ

い

て

で

あ

る

が

、

こ

こ

で

は

、

ユ

ン

グ

だ

け

で

な

く

「

フ

ロ

イ

ト

」

に

つ

い

て

も

軽

く

扱

い

、

そ

れ

か

ら

、

最

後

は

簡

単

に

「

う

つ

病

に

つ

い

て

」

と

い

う

テ

ー

マ

も

軽

く

扱

う

こ

と

に

す

る

。

 

  

本

書

の

目

的

と

し

て

は

、

ユ

ン

グ

や

ラ

カ

ン

と

い

っ

た

心

理

学

の

内

容

に

つ

い

て

、

「

初

見

で

も

理

解

で

き

る

よ

う

に

な

る

こ

と

」

と

、

「

ヌ

ー

ソ

ロ

ジ

ー

と

絡

め

て

理

解

を

深

め

る

」

こ

と

で

あ

る

。

ユ

ン

グ

や

ラ

カ

ン

の

言

っ

て

い

た

こ

と

と

「

ヌ

ー

ソ

ロ

ジ

ー

」

と

を

繋

げ

る

こ

と

で

、

ユ

ン

グ

や

ラ

カ

ン

の

心

理

学

自

体

に

繋

が

り

を

見

い

だ

す

と

い

っ

た

目

論

見

も

あ

る

。

そ

し

て

、

行

く

行

く

は

「

魔

術

や

魔

法

」

と

い

っ

た

ジ

ャ

ン

ル

と

も

繋

が

り

を

見

い

だ

し

て

い

こ

う

と

も

思

う

。

こ

れ

に

よ

っ

て

、

「

心

理

学

」

が

よ

り

役

に

立

つ

も

の

に

な

り

、

「

ヌ

ー

ソ

ロ

ジ

ー

」

も

よ

り

役

に

立

つ

も

の

に

な

っ

て

く

れ

れ

ば

、

幸

い

だ

と

思

う

。

 

 

本

書

で

は

「

ヌ

ー

ソ

ロ

ジ

ー

」

に

関

す

る

知

識

の

説

明

は

詳

し

く

は

せ

ず

、

前

提

と

し

て

の

ヌ

ー

ソ

ロ

ジ

ー

の

知

識

は

無

料

公

開

ペ

ー

ジ

で

あ

る

『

R

a

i

m

u

の

ヌ

ー

ソ

ロ

ジ

ー

入

門

』

や

、

書

籍

『

ヌ

ー

ソ

ロ

ジ

ー

基

本

概

要

＋

(

プ

ラ

ス

)

』

の

も

の

を

用

い

る

た

め

、

そ

ち

ら

を

参

照

し

て

欲

し

い

。

 

 



 

 

＊

＊

「

ヌ

ー

ソ

ロ

ジ

ー

」

の

簡

単

な

お

さ

ら

い

＊

＊

 

  

ま

ず

、

『

ヌ

ー

ソ

ロ

ジ

ー

』

に

つ

い

て

軽

く

お

さ

ら

い

を

し

て

お

く

。

心

理

学

や

精

神

分

析

の

分

野

で

は

、

ヌ

ー

ソ

ロ

ジ

ー

で

言

わ

れ

て

い

る

『

次

元

観

察

子

』

と

い

う

も

の

が

中

心

と

な

る

概

念

と

し

て

出

て

く

る

た

め

、

そ

こ

の

所

を

特

に

お

さ

ら

い

し

よ

う

と

思

う

。

 

 

・

次

元

観

察

子

の

階

層

構

造

 

  

ヌ

ー

ソ

ロ

ジ

ー

で

『

次

元

観

察

子

』

と

呼

ば

れ

る

も

の

は

、

「

次

元

ユ

ニ

ッ

ト

」

と

か

「

霊

」

な

ど

と

も

説

明

で

き

る

よ

う

な

も

の

で

あ

る

が

、

こ

れ

は

「

人

間

の

空

間

認

識

の

構

造

」

と

リ

ン

ク

し

て

出

来

上

が

っ

て

い

る

も

の

で

あ

り

、

『

次

元

観

察

子

ψ

１

～

ψ

１

０

』

ま

で

は

、

そ

れ

ぞ

れ

以

下

の

よ

う

な

階

層

構

造

を

持

っ

て

い

る

。

 

 

 

次

元

観

察

子

ψ

１

～

ψ

２

 

空

間

と

時

間

が

た

だ

存

在

す

る

場

 

 

次

元

観

察

子

ψ

３

～

ψ

４

 

一

つ

の

モ

ノ

を

中

心

に

形

成

さ

れ

る

場

 



 

 

 

次

元

観

察

子

ψ

５

～

ψ

６

 

無

数

の

モ

ノ

と

、

一

つ

の

身

体

を

中

心

に

形

成

さ

れ

る

場

 

 

次

元

観

察

子

ψ

７

～

ψ

８

 

無

数

の

身

体

を

中

心

に

形

成

さ

れ

る

場

 

 

次

元

観

察

子

ψ

９

～

ψ

１

０

 

上

位

概

念

。

言

語

の

場

と

、

感

覚

の

場

。

 

 

  

『

ψ

１

～

ψ

２

』

の

「

空

間

と

時

間

が

た

だ

存

在

す

る

場

」

か

ら

、

『

ψ

７

～

ψ

８

』

の

「

無

数

の

身

体

を

中

心

に

形

成

さ

れ

る

場

」

ま

で

で

、

『

人

間

の

元

止

揚

』

と

呼

ば

れ

て

一

ま

と

め

に

な

る

が

、

『

次

元

観

察

子

』

の

全

体

像

を

掴

む

場

合

は

、

以

上

の

イ

メ

ー

ジ

が

出

来

て

い

る

と

良

い

。

 

 

・

奇

数

系

は

「

自

己

・

精

神

」

寄

り

、

偶

数

系

は

「

他

者

・

物

質

」

寄

り

 

 



 

 

 



 

 

＊

＊

ユ

ン

グ

精

神

分

析

に

つ

い

て

＊

＊

 

 

■

ユ

ン

グ

心

理

学

の

有

り

様

に

つ

い

て

 

 

・

ユ

ン

グ

と

は

ど

ん

な

人

か

？

 

  

こ

こ

か

ら

は

、

「

精

神

分

析

」

の

本

論

に

入

る

こ

と

に

な

る

。

ま

ず

、

「

カ

ー

ル

・

Ｇ

・

ユ

ン

グ

」

の

心

理

学

で

あ

る

「

ユ

ン

グ

心

理

学

」

に

つ

い

て

で

あ

る

。

こ

れ

は

「

分

析

心

理

学

」

と

も

言

わ

れ

て

い

る

。

 

 

ま

ず

は

「

カ

ー

ル

・

Ｇ

・

ユ

ン

グ

」

と

は

ど

う

い

う

人

物

か

？

に

つ

い

て

述

べ

て

い

く

。

 

 

 

  

ユ

ン

グ

は

、

１

８

７

５

年

に

ス

イ

ス

で

生

ま

れ

、

死

没

は

１

９

６

１

年

で

あ

る

。

精

神

科

医

と

い

う

立

場

で

あ

り

な

が

ら

、

霊

能

現

象

や

オ

カ

ル

ト

と

い

っ

た

も

の

に

関

心

を

持

っ

て

い

た

人

物

で

あ

り

、

オ

カ

ル

テ

ィ

ス

ト

を

兼

ね

た

心

理

学

者

と

し

て

有

名

で

あ

る

。

ユ

ン



 

 

グ

は

、

幼

少

期

か

ら

不

思

議

な

夢

を

み

た

り

し

て

い

て

、

そ

の

よ

う

な

不

思

議

な

体

験

か

ら

、

心

理

学

や

無

意

識

へ

の

関

心

を

持

つ

と

い

う

、

不

思

議

体

験

を

色

々

と

持

っ

て

い

た

人

ら

し

い

。

 

 

精

神

科

医

と

し

て

、

患

者

の

抑

圧

し

た

感

情

に

興

味

を

持

ち

、

「

夢

分

析

」

を

用

い

て

い

た

ユ

ン

グ

は

、

同

じ

く

「

無

意

識

」

の

研

究

の

先

駆

者

だ

っ

た

「

ジ

ー

ク

ム

ン

ト

・

フ

ロ

イ

ト

」

に

着

目

す

る

。

そ

こ

で

、

１

９

０

７

年

に

初

め

て

会

う

よ

う

に

な

り

、

年

齢

的

に

は

１

９

歳

年

上

の

フ

ロ

イ

ト

と

意

気

投

合

す

る

。

 

 

し

か

し

、

フ

ロ

イ

ト

は

「

リ

ビ

ド

ー

（

性

的

欲

望

）

こ

そ

が

全

て

の

精

神

病

の

原

因

で

あ

る

」

と

い

う

、

極

端

な

こ

と

を

主

張

す

る

人

物

で

あ

っ

た

上

、

ユ

ン

グ

は

、

オ

カ

ル

ト

現

象

や

霊

的

現

象

に

関

心

の

強

い

人

物

だ

っ

た

た

め

、

そ

う

い

う

も

の

に

否

定

的

で

あ

っ

た

フ

ロ

イ

ト

に

と

っ

て

は

、

そ

の

点

に

つ

い

て

は

快

く

思

わ

な

か

っ

た

。

 

 

フ

ロ

イ

ト

か

ら

「

国

際

精

神

分

析

協

会

」

と

い

う

重

要

な

ポ

ス

ト

を

任

さ

れ

て

い

た

身

で

あ

っ

た

ユ

ン

グ

だ

が

、

そ

の

思

想

の

違

い

か

ら

、

次

第

に

ハ

ッ

キ

リ

と

決

別

す

る

よ

う

に

な

り

、

ユ

ン

グ

は

独

立

し

て

行

動

す

る

よ

う

に

な

る

。

 

 

こ

う

し

た

ユ

ン

グ

と

フ

ロ

イ

ト

の

決

別

は

、

お

互

い

に

と

っ

て

シ

ョ

ッ

ク

が

大

き

く

、

ユ

ン

グ

は

こ

の

出

来

事

を

機

に

統

合

失

調

症

を

発

症

す

る

よ

う

に

な

る

。

し

か

し

、

ユ

ン

グ

は

こ

こ

で

自

身

に

起

き

た

精

神

の

分

裂

現

象

は

、

自

分

自

身

が

向

上

す

る

た

め

の

も

の

だ

と

捉

え

て

、

自

身

を

分

析

す

る

よ

う

に

な

る

。

 

 

ユ

ン

グ

は

こ

の

よ

う

な

経

緯

が

あ

る

中

で

、

人

間

の

無

意

識

に

は

、

自

己

と

他

者

同

士

で

繋

が

っ

た

領

域

が

あ

る

と

い

う

「

集

合

無

意

識

」

と

い

っ

た

概

念

を

提

唱

し

た

り

す

る

。

こ

れ

は

科

学

的

に

は

受

け

入

れ

難

い

、

突

拍

子

も

な

い

考

え

方

だ

が

、

こ

う

し

た

発

想

を

持

つ

所

が

、

ユ

ン

グ

が

オ

カ

ル

テ

ィ

ス

ト

と

呼

ば

れ

る

理

由

で

も

あ

る

。

 

 

ま

た

、

ユ

ン

グ

は

、

西

洋

の

思

想

に

は

な

い

、

東

洋

の

思

想

に

着

目

し

て

い

た

人

物

で

あ

る

。

西

洋

が

正

し

い

と

論

ず

る

「

近

代

理

性

」



 

 

や

「

キ

リ

ス

ト

教

」

的

な

考

え

方

を

疑

問

に

思

い

、

東

洋

や

南

ア

フ

リ

カ

と

い

っ

た

、

自

然

と

共

に

暮

ら

す

考

え

方

を

持

つ

民

族

に

関

心

を

持

っ

た

。

そ

れ

か

ら

、

精

神

分

裂

の

統

合

の

象

徴

と

し

て

「

曼

荼

羅

（

マ

ン

ダ

ラ

）

」

を

導

入

し

た

り

し

、

自

身

も

様

々

な

マ

ン

ダ

ラ

を

描

い

た

り

す

る

。

 

 

こ

の

よ

う

な

ユ

ン

グ

の

思

想

は

、

後

に

ア

メ

リ

カ

の

ヒ

ッ

ピ

ー

や

ニ

ュ

ー

エ

イ

ジ

と

い

っ

た

人

達

に

も

人

気

が

出

る

こ

と

に

な

り

、

後

世

で

ヒ

ッ

ピ

ー

カ

ル

チ

ャ

ー

に

影

響

を

与

え

た

人

物

と

し

て

も

よ

く

名

前

が

上

が

る

。

 

 

・

河

合

隼

雄

さ

ん

の

功

績

 

  

今

度

は

現

代

日

本

の

話

に

な

る

が

、

現

代

日

本

に

て

ユ

ン

グ

を

理

解

す

る

に

お

い

て

、

日

本

の

ユ

ン

グ

派

カ

ウ

ン

セ

ラ

ー

で

あ

っ

た

「

河

合

隼

雄

」

さ

ん

の

影

響

は

大

き

い

と

思

う

。

 

 

ま

ず

、

ユ

ン

グ

の

言

っ

て

い

る

こ

と

に

は

特

有

の

難

解

さ

が

あ

る

。

書

籍

が

分

厚

か

っ

た

り

も

す

る

し

、

オ

カ

ル

ト

が

絡

ん

で

い

る

こ

と

や

、

夢

分

析

と

い

っ

た

手

段

を

用

い

て

い

る

こ

と

か

ら

、

ユ

ン

グ

心

理

学

を

学

ぶ

と

な

る

と

、

そ

れ

な

り

に

難

し

さ

を

と

も

な

う

。

 

 

し

か

し

、

そ

う

し

た

中

で

も

か

な

り

分

か

り

や

す

い

ユ

ン

グ

心

理

学

の

入

門

書

を

書

き

、

学

び

や

す

い

よ

う

に

し

て

い

る

の

が

、

河

合

隼

雄

さ

ん

で

あ

る

。

 

 

河

合

隼

雄

さ

ん

は

、

元

々

は

数

学

教

師

の

道

を

歩

む

は

ず

の

人

で

あ

っ

た

が

、

そ

れ

よ

り

も

カ

ウ

ン

セ

リ

ン

グ

の

道

に

関

心

を

持

つ

よ

う

に

な

り

、

ス

イ

ス

に

留

学

し

て

、

本

場

で

ユ

ン

グ

心

理

学

を

学

ん

で

、

ユ

ン

グ

派

の

精

神

分

析

家

と

し

て

の

資

格

を

取

っ

た

人

で

あ

る

。

 

 

河

合

隼

雄

さ

ん

は

、

長

い

カ

ウ

ン

セ

リ

ン

グ

経

験

を

兼

ね

つ

つ

も

、

ユ

ン

グ

心

理

学

を

独

自

に

噛

み

砕

い

て

自

分

の

も

の

に

し

て

い

る

 



 

 

■

ユ

ン

グ

心

理

学

の

内

容

（

元

型

論

）

 

  

さ

て

、

い

よ

い

よ

ユ

ン

グ

心

理

学

の

内

容

に

入

ろ

う

と

思

う

。

ま

ず

は

、

「

元

型

論

」

に

関

す

る

所

か

ら

で

あ

る

。

 

 

本

書

は

、

ヌ

ー

ソ

ロ

ジ

ー

の

概

念

と

絡

め

て

書

く

こ

と

が

目

的

で

あ

る

。

従

っ

て

、

ま

ず

は

「

普

通

に

解

説

」

を

書

き

、

そ

こ

か

ら

「

ヌ

ー

ソ

ロ

ジ

ー

的

に

何

が

言

え

る

か

？

」

を

書

く

と

い

う

構

成

で

説

明

し

て

い

く

こ

と

に

す

る

。

 

 

こ

こ

で

は

、

河

合

隼

雄

さ

ん

の

『

ユ

ン

グ

心

理

学

入

門

』

を

主

な

参

考

文

献

と

し

て

い

る

の

で

、

合

わ

せ

て

読

ん

で

み

る

と

良

い

と

思

う

。

 

 

・

「

元

型

」

に

つ

い

て

 

  

ま

ず

は

「

元

型

」

と

い

う

概

念

に

つ

い

て

で

あ

る

。

 

 

ユ

ン

グ

の

「

元

型

」

に

つ

い

て

は

、

「

集

合

無

意

識

」

と

い

う

概

念

と

合

わ

せ

て

述

べ

ら

れ

る

。

 

 

ユ

ン

グ

が

様

々

な

患

者

の

夢

を

分

析

し

て

い

る

と

、

そ

の

患

者

の

中

に

は

、

個

人

的

な

「

無

意

識

」

を

超

え

た

、

普

遍

的

な

「

無

意

識

」

か

ら

発

し

て

い

る

よ

う

な

も

の

が

見

え

た

。

こ

の

よ

う

に

、

人

類

同

士

で

共

通

し

て

持

っ

て

い

る

無

意

識

を

「

集

合

無

意

識

」

と

呼

ん

だ

。

 

 

次

に

、

こ

の

よ

う

な

「

集

合

無

意

識

」

か

ら

発

し

て

い

る

も

の

の

中

で

、

共

通

の

「

型

」

が

見

ら

れ

た

の

で

、

そ

れ

を

「

元

型

」

と

呼

ん

だ

。

こ

の

「

元

型

」

は

、

そ

れ

ぞ

れ

の

文

化

に

伝

わ

っ

て

い

る

、

神

話

や

童

話

や

言

い

伝

え

に

も

通

じ

て

い

る

と

言

え

る

も

の

で

あ

る

。

 

 

ち

な

み

に

、

「

元

型

」

そ

の

も

の

は

、

「

集

合

無

意

識

」

に

あ

る

「

型

」

に

該

当

す

る

た

め

、

そ

れ

は

顕

在

意

識

と

し

て

現

れ

る

こ

と

は



 

 

な

い

。

「

元

型

」

が

元

に

な

っ

て

意

識

に

現

れ

る

心

像

が

『

原

始

心

像

』

と

呼

ば

れ

る

と

い

う

仕

組

み

に

な

っ

て

い

る

。

 

 

 

書

籍

『

ユ

ン

グ

心

理

学

入

門

』

に

よ

る

と

、

ユ

ン

グ

が

元

型

と

し

て

取

り

上

げ

た

も

の

の

う

ち

、

特

に

重

要

な

も

の

が

、

「

シ

ャ

ド

ウ

（

影

）

」

「

ペ

ル

ソ

ナ

」

「

ア

ニ

マ

」

「

ア

ニ

ム

ス

」

「

自

己

」

「

大

母

」

「

老

賢

者

」

と

名

付

け

ら

れ

る

も

の

で

あ

る

。

従

っ

て

、

本

書

で

も

、

こ

れ

ら

に

つ

い

て

の

解

説

を

試

み

る

。

 

 

ヌ

ー

ソ

ロ

ジ

ー

的

に

は

？

 

 

ヌ

ー

ソ

ロ

ジ

ー

は

、

い

わ

ば

「

精

神

構

造

」

を

明

ら

か

に

す

る

宇

宙

論

で

あ

り

、

「

具

体

的

イ

デ

ア

論

」

と

も

呼

ば

れ

る

も

の

で

あ

る

。

こ

こ

で

明

ら

か

す

る

「

精

神

構

造

」

は

人

類

普

遍

と

し

て

通

じ

て

い

る

も

の

で

あ

り

、

そ

れ

は

『

元

型

』

と

も

言

え

る

も

の

だ

と

思

う

。

 

 

ヌ

ー

ソ

ロ

ジ

ー

の

『

次

元

観

察

子

』

や

『

大

系

観

察

子

』

と

い

っ

た

も

の

は

、

ま

さ

し

く

そ

の

よ

う

な

も

の

で

あ

る

。

 



 

 

■

タ

イ

プ

論

に

つ

い

て

 

  

ユ

ン

グ

は

、

人

間

を

２

つ

の

タ

イ

プ

に

分

け

た

り

、

４

つ

の

タ

イ

プ

に

分

け

た

り

す

る

こ

と

を

提

唱

し

た

人

物

と

し

て

も

有

名

で

あ

る

。

こ

の

「

人

間

の

タ

イ

プ

」

に

つ

い

て

は

、

フ

ロ

イ

ト

と

決

別

し

た

後

に

ユ

ン

グ

が

書

い

た

『

心

理

学

的

類

型

』

と

い

う

本

に

書

か

れ

て

い

る

。

 

 

そ

の

タ

イ

プ

分

け

と

は

、

ま

ず

は

「

内

向

タ

イ

プ

」

と

「

外

向

タ

イ

プ

」

の

２

つ

で

あ

り

、

加

え

て

、

「

直

観

タ

イ

プ

」

「

感

情

タ

イ

プ

」

「

思

考

タ

イ

プ

」

「

感

覚

タ

イ

プ

」

の

４

つ

の

タ

イ

プ

が

存

在

す

る

。

そ

れ

ら

が

組

み

合

わ

さ

る

こ

と

に

よ

っ

て

、

２

×

４

で

、

合

計

８

つ

の

タ

イ

プ

が

考

え

ら

れ

る

。

 

 

ま

ず

は

、

「

タ

イ

プ

分

け

」

に

つ

い

て

は

、

そ

れ

を

行

う

意

義

が

重

要

な

話

と

な

る

。

そ

れ

は

、

単

に

タ

イ

プ

を

「

分

類

」

す

る

と

い

う

よ

り

も

、

４

つ

の

タ

イ

プ

を

「

座

標

軸

」

と

し

て

設

定

す

る

こ

と

に

よ

っ

て

、

本

人

の

人

格

に

接

近

し

や

す

く

な

る

こ

と

を

目

的

と

す

る

べ

き

で

あ

る

。

こ

こ

で

、

「

分

類

」

を

し

た

結

果

、

た

だ

の

「

レ

ッ

テ

ル

張

り

」

に

し

か

な

ら

な

い

よ

う

で

は

、

「

タ

イ

プ

分

け

」

に

は

何

も

意

味

が

な

い

こ

と

に

な

る

。

 

 

思

う

に

、

こ

の

よ

う

な

分

析

で

心

が

け

る

べ

き

こ

と

は

、

「

Ａ

で

あ

る

か

Ｂ

で

あ

る

か

」

で

は

な

く

、

「

Ａ

に

近

い

か

、

あ

る

い

は

、

Ｂ

に

も

近

い

か

」

で

あ

っ

た

り

、

「

そ

れ

に

よ

っ

て

何

が

言

え

る

か

」

の

方

が

大

事

で

あ

る

。

そ

も

そ

も

、

人

間

の

心

と

い

う

も

の

は

、

移

り

変

わ

り

や

す

い

の

が

常

で

あ

り

、

分

別

は

微

妙

な

も

の

で

あ

る

た

め

、

結

果

は

「

多

様

」

な

の

が

基

本

で

あ

る

。

そ

れ

か

ら

、

精

神

分

析

に

お

い

て

は

「

結

局

、

ど

う

す

れ

ば

良

い

の

か

？

」

と

い

う

、

と

り

あ

え

ず

の

着

地

点

を

見

い

だ

す

こ

と

が

結

果

と

し

て

必

要

に

な

る

。

 

 

こ

う

し

た

こ

と

を

踏

ま

え

つ

つ

、

ユ

ン

グ

の

言

っ

た

「

４

つ

の

タ

イ

プ

」

に

つ

い

て

取

り

上

げ

よ

う

と

思

う

。

 



 

 

■

ユ

ン

グ

心

理

学

の

内

容

（

そ

の

他

）

 

  

こ

れ

ま

で

、

「

元

型

」

や

「

タ

イ

プ

論

」

に

つ

い

て

色

々

と

述

べ

て

い

っ

た

が

、

最

後

に

、

ユ

ン

グ

心

理

学

に

て

取

り

扱

わ

れ

て

い

た

、

「

夢

」

「

集

合

無

意

識

」

「

シ

ン

ク

ロ

ニ

シ

テ

ィ

」

「

コ

ン

プ

レ

ッ

ク

ス

」

「

カ

イ

ロ

ス

と

ク

ロ

ノ

ス

」

「

マ

ナ

人

格

」

と

い

っ

た

こ

と

と

、

ヌ

ー

ソ

ロ

ジ

ー

の

絡

み

に

つ

い

て

見

て

い

こ

う

と

思

う

。

 

 

・

「

夢

」

に

つ

い

て

 

  

「

夢

」

は

、

人

間

が

夜

に

見

る

も

の

で

あ

り

、

ユ

ン

グ

や

フ

ロ

イ

ト

が

「

夢

分

析

」

と

し

て

心

理

療

法

に

用

い

て

い

た

も

の

で

あ

る

。

 

 

そ

も

そ

も

、

人

間

が

何

故

、

夢

を

見

る

か

に

つ

い

て

は

、

色

々

と

諸

説

が

あ

る

。

起

き

て

い

た

時

の

記

憶

の

整

理

や

、

神

経

疲

労

や

脳

細

胞

の

回

復

な

ど

と

色

々

あ

る

だ

ろ

う

が

、

謎

が

多

い

も

の

か

も

し

れ

な

い

。

ユ

ン

グ

な

ん

か

は

、

自

分

自

身

が

不

思

議

な

夢

を

見

た

こ

と

が

あ

る

体

験

が

あ

る

か

ら

、

人

間

の

持

っ

て

い

る

無

意

識

の

謎

の

探

求

を

し

て

い

る

所

が

あ

る

。

 

 

ユ

ン

グ

や

フ

ロ

イ

ト

に

よ

る

心

理

療

法

で

は

、

夢

は

「

無

意

識

に

抑

圧

さ

れ

た

感

情

や

欲

望

が

出

る

場

」

と

さ

れ

て

い

た

の

で

、

精

神

分

析

に

お

い

て

そ

の

内

容

が

重

要

視

さ

れ

た

。

 

 

さ

て

、

筆

者

も

、

ユ

ン

グ

に

興

味

を

持

っ

た

人

間

と

し

て

、

「

夢

」

に

つ

い

て

は

色

々

と

調

べ

た

し

、

ど

ん

な

も

の

な

の

か

を

自

分

な

り

に

考

え

た

。

そ

う

し

た

中

で

、

筆

者

の

見

識

と

し

て

は

、

「

夢

」

は

、

た

だ

の

ス

ト

レ

ス

解

消

で

あ

る

パ

タ

ー

ン

と

、

無

意

識

の

奥

底

か

ら

の

メ

ッ

セ

ー

ジ

で

あ

る

パ

タ

ー

ン

と

が

あ

る

の

だ

と

思

う

。

後

者

の

場

合

は

、

非

常

に

印

象

深

い

感

情

が

残

る

も

の

で

あ

る

。

 



 

 

 

そ

れ

か

ら

、

自

分

が

色

々

と

調

べ

た

中

で

重

要

だ

と

思

っ

た

の

は

、

「

夢

」

の

世

界

に

お

い

て

は

「

関

係

性

」

が

大

事

と

い

う

こ

と

で

あ

る

。

例

え

ば

、

夢

の

中

で

Ａ

と

い

う

人

物

と

Ｂ

と

い

う

人

物

が

出

て

き

て

、

そ

れ

で

、

Ａ

と

Ｂ

は

何

か

し

ら

の

知

人

で

あ

っ

た

り

、

知

っ

て

い

る

キ

ャ

ラ

ク

タ

ー

だ

っ

た

り

、

分

か

り

や

す

い

職

業

の

人

物

だ

っ

た

り

す

る

わ

け

だ

が

、

そ

こ

で

、

Ａ

と

Ｂ

の

「

姿

」

が

何

で

、

実

際

に

「

誰

」

で

あ

る

か

は

、

そ

こ

ま

で

重

要

で

は

な

い

。

そ

れ

よ

り

も

、

「

Ａ

と

Ｂ

が

ど

う

い

う

関

係

な

の

か

」

と

、

そ

れ

か

ら

「

自

分

と

ど

う

い

う

関

係

な

の

か

」

の

方

が

大

事

で

あ

り

、

そ

こ

か

ら

Ａ

や

Ｂ

は

ど

う

い

う

「

役

割

」

の

も

の

を

指

し

て

い

る

の

か

？

を

考

え

る

と

良

い

。

 

 

ま

た

、

Ｘ

と

い

う

事

象

が

出

て

き

た

時

、

「

そ

れ

が

何

な

の

か

？

」

と

い

う

問

い

を

出

し

た

と

し

て

、

「

○

○

で

あ

る

」

と

い

う

答

え

が

出

て

き

た

と

し

て

も

、

恐

ら

く

、

そ

の

「

○

○

で

あ

る

」

と

い

う

答

え

は

あ

ま

り

重

要

で

は

な

い

。

・

・

・

な

ん

と

言

っ

た

ら

良

い

だ

ろ

う

か

・

・

・

。

「

○

○

で

あ

る

」

と

い

う

答

え

を

用

意

す

る

と

い

う

こ

と

は

、

○

○

と

い

う

「

名

前

を

つ

け

る

」

よ

う

な

も

の

な

の

だ

が

、

そ

こ

で

名

前

が

付

け

ら

れ

た

「

文

字

情

報

」

ば

か

り

追

い

か

け

る

こ

と

は

、

あ

ま

り

重

要

で

は

な

い

・

・

・

と

い

う

こ

と

で

あ

る

。

 

 

そ

れ

よ

り

も

、

そ

の

夢

か

ら

印

象

を

受

け

取

っ

た

時

、

「

ど

う

感

じ

た

の

か

？

」

の

方

が

大

事

で

あ

り

、

そ

こ

で

受

け

た

「

感

じ

」

が

、

「

何

だ

っ

た

の

か

？

」

に

対

す

る

、

ダ

イ

レ

ク

ト

な

「

答

え

」

だ

っ

た

り

す

る

の

で

あ

る

。

そ

う

し

た

「

感

じ

」

か

ら

、

夢

を

見

て

い

て

「

気

付

く

べ

き

こ

と

」

が

出

て

く

る

も

の

で

あ

る

。

 

 

ユ

ン

グ

が

言

っ

て

い

た

よ

う

に

、

自

分

が

見

て

い

る

夢

は

、

他

の

人

も

見

て

い

る

夢

・

・

・

と

い

う

か

、

そ

の

国

の

文

化

が

持

っ

て

い

る

「

何

か

」

と

関

係

し

て

い

る

こ

と

も

あ

る

か

も

し

れ

な

い

。

そ

う

し

た

場

合

も

、

自

分

の

受

け

た

「

感

じ

」

と

、

他

の

人

の

受

け

た

「

感

じ

」

の

「

共

感

覚

」

を

探

る

必

要

が

あ

る

。

そ

の

場

合

、

「

そ

れ

が

ど

う

い

う

名

前

で

ど

う

い

う

姿

を

し

て

い

る

か

。

」

よ

り

も

、

「

ど

う

い

う

感

じ

の

も

の

か

。

」

を

着

眼

点

の

メ

イ

ン

に

し

て

、

探

っ

て

い

く

必

要

が

あ

る

。

 



 

 

＊

＊

フ

ロ

イ

ト

に

つ

い

て

＊

＊

 

 

・

フ

ロ

イ

ト

に

つ

い

て

ざ

っ

く

り

と

 

  

こ

れ

か

ら

、

ユ

ン

グ

の

師

に

も

あ

た

り

、

多

く

の

心

理

学

者

や

精

神

分

析

家

に

と

っ

て

多

大

な

影

響

を

及

ぼ

し

た

「

ジ

ー

ク

ム

ン

ト

・

フ

ロ

イ

ト

」

に

つ

い

て

述

べ

て

い

く

。

フ

ロ

イ

ト

に

つ

い

て

は

、

精

神

分

析

学

の

中

心

人

物

と

い

う

こ

と

で

取

り

上

げ

る

も

の

の

、

自

分

は

そ

こ

ま

で

詳

し

い

と

い

う

程

で

は

な

い

の

で

、

こ

こ

で

は

簡

単

に

取

り

扱

う

こ

と

に

し

た

い

。

 

 

 

  

フ

ロ

イ

ト

は

１

８

５

６

年

に

オ

ー

ス

ト

リ

ア

で

生

ま

れ

、

１

９

３

９

年

に

亡

く

な

っ

た

、

「

ユ

ダ

ヤ

人

」

で

あ

る

。

フ

ロ

イ

ト

の

特

徴

と

し

て

は

、

精

神

分

析

学

の

創

始

者

と

し

て

も

有

名

だ

が

、

と

に

か

く

、

人

間

の

「

性

」

の

問

題

に

こ

だ

わ

っ

た

人

と

し

て

も

有

名

で

あ



 

 

る

。

フ

ロ

イ

ト

が

終

始

一

つ

の

物

事

に

こ

だ

わ

り

続

け

た

の

も

、

「

ユ

ダ

ヤ

人

」

と

い

う

民

族

的

な

要

因

も

恐

ら

く

あ

っ

た

。

 

 

精

神

科

医

と

し

て

ヒ

ス

テ

リ

ー

（

神

経

症

）

の

研

究

を

し

て

い

た

フ

ロ

イ

ト

は

、

「

シ

ャ

ル

コ

ー

」

と

い

う

神

経

学

者

が

催

眠

療

法

を

使

用

し

て

い

る

現

場

を

見

て

、

そ

こ

か

ら

催

眠

療

法

に

興

味

を

持

っ

て

使

っ

て

い

く

こ

と

に

な

る

。

ヒ

ス

テ

リ

ー

の

原

因

を

探

る

に

は

、

患

者

が

抑

圧

し

た

感

情

を

探

る

他

な

い

と

考

え

た

フ

ロ

イ

ト

は

、

そ

こ

か

ら

「

無

意

識

」

の

研

究

に

入

る

よ

う

に

な

る

。

そ

う

し

た

中

で

、

催

眠

療

法

は

上

手

く

行

か

な

い

こ

と

も

あ

り

、

試

行

錯

誤

の

末

、

「

自

由

連

想

法

」

を

用

い

る

こ

と

に

な

っ

た

り

す

る

。

 

 

そ

れ

か

ら

、

１

８

９

６

年

に

起

き

た

父

親

の

死

を

き

っ

か

け

に

、

フ

ロ

イ

ト

に

転

機

が

訪

れ

る

こ

と

に

な

る

。

最

愛

の

父

を

失

っ

た

フ

ロ

イ

ト

の

シ

ョ

ッ

ク

は

大

き

く

、

そ

の

影

響

で

体

調

ま

で

崩

す

よ

う

に

な

る

が

、

そ

の

後

、

フ

ロ

イ

ト

は

「

近

親

相

姦

」

の

夢

を

見

る

こ

と

に

な

る

。

こ

の

衝

撃

が

非

常

に

大

き

か

っ

た

が

、

フ

ロ

イ

ト

は

自

身

の

夢

を

分

析

し

て

い

く

こ

と

に

し

て

、

そ

こ

か

ら

「

オ

イ

デ

ィ

プ

ス

・

コ

ン

プ

レ

ッ

ク

ス

」

の

着

想

を

得

る

よ

う

に

な

る

。

そ

こ

か

ら

、

「

幼

児

に

も

性

欲

が

あ

る

」

と

い

う

「

幼

児

性

欲

」

と

い

う

発

想

も

出

て

く

る

よ

う

に

な

り

、

「

性

欲

」

を

ベ

ー

ス

に

す

る

フ

ロ

イ

ト

独

自

の

考

え

方

が

出

て

く

る

よ

う

に

な

る

。

 

 

そ

の

後

、

フ

ロ

イ

ト

は

「

性

」

と

い

う

タ

ブ

ー

を

用

い

な

が

ら

、

持

論

を

展

開

し

て

い

く

よ

う

に

な

る

が

、

そ

の

内

容

の

滑

稽

さ

か

ら

、

当

時

の

ヨ

ー

ロ

ッ

パ

で

は

大

き

く

批

判

を

浴

び

る

よ

う

に

な

る

。

そ

う

し

た

中

で

も

、

フ

ロ

イ

ト

は

、

１

９

０

０

年

に

「

夢

判

断

」

を

刊

行

し

、

夢

を

用

い

た

精

神

分

析

の

治

療

法

が

確

立

さ

せ

て

い

き

、

「

ウ

ィ

ー

ン

精

神

分

析

協

会

」

を

創

立

す

る

。

そ

こ

か

ら

、

ア

ド

ラ

ー

や

ユ

ン

グ

と

い

っ

た

後

の

巨

匠

も

集

ま

る

よ

う

に

な

り

、

精

神

分

析

の

界

隈

は

そ

こ

か

ら

盛

り

上

が

る

よ

う

に

も

な

る

。

「

国

際

精

神

分

析

協

会

」

が

設

立

さ

れ

る

よ

う

に

な

り

、

ユ

ン

グ

が

会

長

に

任

命

さ

れ

る

こ

と

に

も

な

っ

た

。

 

 

し

か

し

な

が

ら

、

フ

ロ

イ

ト

の

言

っ

た

こ

と

は

「

人

間

の

す

べ

て

の

悩

み

の

原

因

は

、

性

的

な

エ

ネ

ル

ギ

ー

か

ら

発

し

て

い

る

」

と

い

っ

た

主

張

で

あ

っ

た

た

め

、

ア

ド

ラ

ー

や

ユ

ン

グ

と

い

っ

た

人

物

が

、

思

想

の

違

い

か

ら

離

れ

て

い

く

よ

う

に

な

る

。

 



 

 

・

「

リ

ビ

ド

ー

」

に

つ

い

て

 

  

ま

ず

は

、

フ

ロ

イ

ト

の

中

心

概

念

と

言

っ

て

も

良

い

、

「

リ

ビ

ド

ー

」

に

つ

い

て

で

あ

る

。

 

 

「

リ

ビ

ド

ー

」

は

、

簡

単

な

訳

だ

と

「

性

的

欲

望

」

な

ど

と

言

わ

れ

て

い

る

が

、

「

性

的

衝

動

を

発

動

さ

せ

る

力

」

と

も

言

わ

れ

て

い

る

し

、

ユ

ン

グ

に

よ

っ

て

は

「

全

て

の

本

能

の

エ

ネ

ル

ギ

ー

」

と

も

言

わ

れ

て

い

る

。

フ

ロ

イ

ト

的

に

は

、

そ

れ

は

「

様

々

な

欲

求

に

変

換

可

能

」

な

エ

ネ

ル

ギ

ー

に

該

当

す

る

。

 

 

も

し

、

患

者

が

ヒ

ス

テ

リ

ー

な

ど

の

精

神

病

を

わ

ず

ら

っ

て

お

り

、

抑

圧

し

た

感

情

を

持

っ

て

い

る

場

合

、

フ

ロ

イ

ト

の

場

合

は

「

幼

児

の

頃

か

ら

育

ん

で

き

た

リ

ビ

ド

ー

に

原

因

が

あ

る

。

」

と

い

う

風

に

解

釈

し

よ

う

と

す

る

。

 

 

こ

の

よ

う

に

「

リ

ビ

ド

ー

」

と

は

、

人

間

の

「

性

欲

」

に

絡

ん

だ

も

の

だ

が

、

フ

ロ

イ

ト

的

に

は

「

す

べ

て

の

人

間

の

悩

み

の

根

本

的

な

原

因

」

に

あ

た

る

の

で

あ

る

。

 

 

ヌ

ー

ソ

ロ

ジ

ー

的

に

は

？

 

 

思

う

に

、

フ

ロ

イ

ト

の

言

う

「

リ

ビ

ド

ー

」

を

、

単

に

「

人

間

の

性

的

欲

望

」

の

よ

う

に

捉

え

る

と

、

語

弊

が

あ

る

の

か

も

し

れ

な

い

。

 

 

こ

こ

で

、

「

人

間

」

と

い

う

枠

を

超

え

て

「

性

欲

」

と

い

う

も

の

を

突

き

詰

め

て

み

る

と

、

あ

り

と

あ

ら

ゆ

る

「

二

元

性

」

と

い

う

も

の

が

絡

ん

で

く

る

よ

う

に

な

る

。

特

に

重

要

な

の

は

「

父

性

」

と

「

母

性

」

と

い

う

「

二

元

性

」

や

、

「

自

己

」

と

「

他

者

」

と

い

う

「

二

元

性

」

で

あ

る

。

フ

ロ

イ

ト

の

言

い

た

か

っ

た

「

根

元

的

な

力

」

と

は

、

ど

ち

ら

か

と

い

う

と

、

そ

う

し

た

「

根

源

的

な

二

元

性

」

が

絡

ん

だ

も

の

で

あ

っ

た

の

か

も

し

れ

な

い

。

 



 

 

■

こ

れ

ま

で

の

用

語

ま

と

め

 

 こ

れ

ま

で

に

述

べ

た

ユ

ン

グ

・

フ

ロ

イ

ト

の

用

語

と

、

ヌ

ー

ソ

ロ

ジ

ー

用

語

と

の

対

応

を

ま

と

め

る

と

、

以

下

の

よ

う

に

な

る

。

 

 ～

元

型

論

関

連

～

 

 ―

『

元

型

』

―

 

人

類

同

士

が

共

通

し

て

持

っ

て

い

る

無

意

識

の

「

型

」

。

 

本

性

は

「

集

合

無

意

識

」

に

あ

り

、

 

夢

に

お

い

て

「

原

始

心

像

」

と

し

て

現

れ

て

出

て

く

る

。

 

ヌ

ー

ソ

ロ

ジ

ー

の

『

次

元

観

察

子

』

も

「

元

型

」

と

し

て

解

釈

で

き

る

が

、

 

こ

れ

は

「

具

体

的

な

構

造

を

持

つ

も

の

」

と

し

て

、

素

粒

子

の

構

造

な

ど

と

関

係

が

あ

る

。

 

『

大

系

観

察

子

』

は

そ

れ

よ

り

も

抽

象

的

な

も

の

。

 

 ―

『

シ

ャ

ド

ウ

』

―

 

簡

単

に

言

う

と

「

普

段

の

自

分

が

あ

ま

り

向

き

合

っ

て

い

な

い

自

分

」

。

 

ヌ

ー

ソ

ロ

ジ

ー

的

に

は

、

『

次

元

観

察

子

ψ

１

～

ψ

２

』

か

ら

『

人

間

の

外

面

』

に

向

か

う

時

、

 



 

 

 



 

 

＊

＊

ラ

カ

ン

精

神

分

析

編

、

は

じ

め

に

＊

＊

 

  

『

Ｎ

Ｏ

Ｓ

と

Ｎ

Ｏ

Ｏ

Ｓ

の

精

神

分

析

 

～

ユ

ン

グ

精

神

分

析

編

～

』

で

は

、

「

ユ

ン

グ

」

や

「

フ

ロ

イ

ト

」

に

つ

い

て

扱

っ

て

い

っ

た

が

、

次

は

フ

ラ

ン

ス

の

心

理

学

者

・

精

神

分

析

家

で

あ

る

「

ジ

ャ

ッ

ク

・

ラ

カ

ン

」

に

つ

い

て

扱

う

こ

と

に

す

る

。

 

 

「

ラ

カ

ン

」

は

、

フ

ロ

イ

ト

に

シ

ン

パ

シ

ー

を

感

じ

た

心

理

学

者

で

あ

り

、

「

パ

リ

・

フ

ロ

イ

ト

派

」

と

い

う

一

派

を

立

ち

上

げ

た

人

物

で

あ

る

が

、

フ

ロ

イ

ト

の

理

論

に

追

従

し

な

が

ら

も

、

独

自

の

精

神

分

析

の

理

論

を

作

り

上

げ

て

い

っ

た

人

物

で

あ

る

。

 

 

し

か

し

、

ラ

カ

ン

の

精

神

分

析

学

（

も

と

い

心

理

学

）

は

、

難

し

い

こ

と

に

定

評

が

あ

り

、

そ

の

内

容

の

難

し

さ

か

ら

、

日

本

人

か

ら

「

ラ

カ

ン

は

わ

カ

ラ

ン

」

と

か

、

ダ

ジ

ャ

レ

の

よ

う

に

言

わ

れ

た

り

し

て

い

る

。

 

 

ラ

カ

ン

の

精

神

分

析

学

は

一

体

、

ど

の

よ

う

に

難

し

い

の

か

？

 

そ

の

難

し

さ

に

つ

い

て

は

後

ほ

ど

述

べ

て

い

く

こ

と

に

す

る

が

・

・

・

、

し

か

し

な

が

ら

、

そ

れ

で

い

て

コ

ア

な

フ

ァ

ン

も

多

い

人

物

で

あ

り

、

ラ

カ

ン

の

マ

ニ

ア

は

「

ラ

カ

ニ

ア

ン

」

と

か

呼

ば

れ

て

い

る

。

 

 

恐

ら

く

、

１

９

～

２

０

世

紀

に

か

け

て

の

精

神

分

析

学

に

お

い

て

、

「

無

意

識

」

と

い

う

分

野

に

対

し

て

、

ラ

カ

ン

ほ

ど

に

「

理

論

的

に

」

解

き

明

か

し

た

心

理

学

者

は

い

な

い

だ

ろ

う

と

思

う

。

そ

し

て

、

そ

の

理

論

は

、

同

じ

精

神

構

造

を

解

き

明

か

し

た

も

の

と

し

て

、

宇

宙

論

「

ヌ

ー

ソ

ロ

ジ

ー

」

と

も

通

じ

て

い

る

。

 

 

も

し

、

「

ラ

カ

ン

」

と

「

ヌ

ー

ソ

ロ

ジ

ー

」

と

の

繋

が

り

が

見

え

れ

ば

、

そ

こ

か

ら

「

ユ

ン

グ

」

と

の

繋

が

り

も

見

え

て

く

る

よ

う

に

な

る

し

、

そ

の

他

の

心

理

学

と

の

繋

が

り

も

見

え

て

く

る

よ

う

に

な

る

と

思

う

。

 

 

本

書

で

は

、

ラ

カ

ン

の

精

神

分

析

学

の

す

べ

て

は

扱

わ

な

い

こ

と

に

す

る

。

ラ

カ

ン

が

精

神

分

析

家

と

し

て

活

動

し

て

い

た

時

期

は

長

く

、

そ

の

内

容

の

増

築

・

ア

ッ

プ

デ

ー

ト

も

た

び

た

び

行

わ

れ

て

い

た

た

め

、

前

期

の

ラ

カ

ン

・

後

期

の

ラ

カ

ン

を

通

じ

て

、

難

し

い

所



 

 

も

あ

る

。

従

っ

て

、

本

書

で

扱

っ

て

い

な

い

分

野

も

あ

る

が

、

分

か

る

と

こ

ろ

を

確

実

に

理

解

し

て

い

け

ば

、

難

し

い

所

も

対

処

し

や

す

く

な

る

と

思

う

。

 

 

本

書

で

は

、

ラ

カ

ン

の

理

論

と

、

ヌ

ー

ソ

ロ

ジ

ー

の

理

論

が

通

じ

て

い

る

こ

と

を

明

ら

か

に

し

、

双

方

と

も

実

用

で

き

る

見

通

し

が

立

て

れ

ば

、

ヌ

ー

ソ

ロ

ジ

ー

に

関

す

る

理

解

が

よ

り

広

ま

る

の

で

は

な

い

か

？

と

い

う

目

論

見

の

元

、

ラ

カ

ン

に

つ

い

て

扱

っ

て

い

く

。

 



 

 

＊

＊

ラ

カ

ン

精

神

分

析

に

つ

い

て

＊

＊

 

 

■

ラ

カ

ン

に

つ

い

て

 

 

・

ラ

カ

ン

と

は

ど

ん

な

人

か

？

 

  

ま

ず

、

「

ラ

カ

ン

」

と

は

ど

ん

な

人

な

の

か

？

に

つ

い

て

で

あ

る

。

ラ

カ

ン

は

１

９

０

１

年

に

フ

ラ

ン

ス

の

パ

リ

で

生

ま

れ

、

死

没

は

１

９

８

１

年

で

あ

る

。

（

ち

な

み

に

、

フ

ロ

イ

ト

は

１

８

５

６

年

～

１

９

３

９

年

で

あ

る

。

年

齢

的

に

は

４

５

歳

年

上

と

い

う

こ

と

に

な

る

。

）

 

 

 

  

１

９

２

６

年

頃

、

ラ

カ

ン

は

「

シ

ュ

ル

レ

ア

リ

ス

ム

運

動

」

に

影

響

を

受

け

て

い

る

と

い

う

所

が

重

要

で

あ

り

、

精

神

医

学

を

専

攻

し

 



 

 

・

「

人

間

は

人

間

で

な

い

も

の

を

知

っ

て

い

る

」

 

  

ま

ず

、

ラ

カ

ン

の

主

張

が

よ

く

ま

と

め

ら

れ

て

い

る

言

葉

を

紹

介

し

て

い

き

た

い

。

 

 

ラ

カ

ン

は

「

短

時

間

セ

ッ

シ

ョ

ン

」

と

い

う

斬

新

な

こ

と

を

し

て

い

た

わ

け

で

あ

る

が

、

こ

れ

は

、

「

時

間

」

と

「

人

間

の

自

我

の

形

成

」

と

が

関

わ

り

の

あ

る

も

の

と

し

て

、

ラ

カ

ン

は

考

え

て

い

た

か

ら

で

あ

る

。

ラ

カ

ン

は

、

人

間

の

自

我

の

形

成

（

こ

れ

は

言

い

換

え

る

な

ら

ば

「

自

己

規

定

」

と

も

言

わ

れ

る

。

）

に

つ

い

て

、

以

下

の

よ

う

に

３

段

階

に

分

け

て

要

約

し

た

。

 

（

※

書

籍

『

ラ

カ

ン

の

精

神

分

析

 

(

講

談

社

現

代

新

書

)

』

よ

り

引

用

）

 

 

・

人

間

は

人

間

で

な

い

も

の

を

知

っ

て

い

る

。

 

・

人

間

た

ち

は

人

間

た

ち

で

あ

る

た

め

に

互

い

の

間

に

自

分

を

認

め

る

。

 

・

私

は

人

間

た

ち

に

よ

っ

て

人

間

で

な

い

と

証

明

さ

れ

る

の

を

恐

れ

な

が

ら

、

自

分

は

人

間

で

あ

る

と

断

言

す

る

。

 

 

 

 

 

 

以

上

の

要

約

は

、

「

短

時

間

セ

ッ

シ

ョ

ン

の

論

理

的

裏

付

け

」

と

し

て

挙

げ

ら

れ

た

、

自

己

規

定

の

プ

ロ

セ

ス

な

の

で

あ

る

が

、

論

理

的

裏

付

け

が

ど

う

こ

う

と

い

う

よ

り

、

な

か

な

か

イ

ン

パ

ク

ト

の

あ

る

台

詞

だ

と

思

う

。

 

 

「

人

間

の

自

我

」

と

「

時

間

」

と

「

短

時

間

セ

ッ

シ

ョ

ン

」

の

関

係

に

つ

い

て

、

詳

し

く

は

後

述

す

る

が

、

ラ

カ

ン

の

理

論

は

、

は

じ

め

か

ら

「

人

間

で

な

い

も

の

」

を

想

定

し

て

い

る

よ

う

な

所

が

あ

り

、

そ

こ

か

ら

、

「

自

己

」

と

「

他

者

」

と

の

関

わ

り

合

い

の

中

で

、

「

人

間

ら

し

い

も

の

」

が

生

ま

れ

て

く

る

と

い

う

内

容

に

な

っ

て

い

る

。

 



 

 

■

ラ

カ

ン

心

理

学

の

内

容

（

鏡

像

段

階

論

と

Ｒ

Ｓ

Ｉ

）

 

  

こ

こ

か

ら

、

ラ

カ

ン

の

言

っ

て

い

た

心

理

学

の

内

容

に

つ

い

て

述

べ

て

い

く

こ

と

に

す

る

。

ま

ず

は

基

本

と

し

て

押

さ

え

や

す

い

「

鏡

像

段

階

論

」

を

初

め

と

し

て

、

「

象

徴

界

」

「

想

像

界

」

「

現

実

界

」

と

い

う

三

つ

の

概

念

に

つ

い

て

説

明

し

て

い

く

。

そ

れ

か

ら

、

ヌ

ー

ソ

ロ

ジ

ー

的

に

は

そ

れ

ら

は

何

に

対

応

し

て

い

る

の

か

に

つ

い

て

も

、

同

様

に

説

明

し

て

い

く

。

 

 

・

「

鏡

像

段

階

論

」

に

つ

い

て

 

  

ま

ず

、

ラ

カ

ン

の

心

理

学

の

ス

タ

ー

ト

で

あ

り

、

「

基

本

」

と

な

っ

て

い

る

の

は

『

鏡

像

段

階

論

』

で

あ

る

。

こ

の

「

鏡

像

段

階

論

」

と

は

何

か

？

に

つ

い

て

、

順

を

追

っ

て

説

明

し

て

い

こ

う

と

思

う

。

 

 

人

間

は

、

幼

児

の

段

階

に

お

い

て

は

「

自

分

が

自

分

で

あ

る

」

と

い

う

感

覚

を

持

っ

て

い

な

い

。

た

だ

単

純

に

「

目

の

前

に

光

景

が

あ

る

」

と

い

う

の

を

認

識

し

て

い

る

だ

け

で

、

我

々

が

一

般

的

に

見

て

い

る

よ

う

に

「

立

体

物

で

構

成

さ

れ

た

世

界

」

と

い

う

風

に

は

見

え

て

い

な

い

。

 

 

そ

れ

か

ら

、

自

分

の

「

身

体

」

に

関

し

て

も

バ

ラ

バ

ラ

に

認

識

し

て

い

る

に

す

ぎ

ず

、

目

の

前

に

見

え

て

い

る

光

景

と

、

自

分

の

持

っ

て

い

る

感

覚

に

繋

が

り

を

見

出

し

、

「

自

分

は

身

体

を

持

っ

て

い

る

人

間

で

あ

る

」

と

い

う

認

識

を

持

つ

に

は

至

っ

て

い

な

い

。

 

 

そ

こ

で

、

成

長

す

る

に

つ

れ

て

段

々

と

「

他

者

か

ら

の

視

線

」

が

あ

る

と

い

う

の

を

意

識

す

る

よ

う

に

な

り

、

「

他

者

に

と

っ

て

の

自

分

」

と

い

う

の

が

あ

る

こ

と

に

気

付

く

よ

う

に

な

る

。

そ

の

時

、

「

他

者

か

ら

こ

う

見

ら

れ

て

い

る

で

あ

ろ

う

自

分

」

と

い

う

イ

メ

ー

ジ



 

 

か

ら

、

「

自

分

の

身

体

像

」

と

い

う

の

を

形

成

し

て

い

く

よ

う

に

な

る

。

そ

の

身

体

像

は

、

「

鏡

に

映

っ

た

自

分

」

の

よ

う

に

「

客

観

」

的

な

姿

か

ら

作

ら

れ

て

い

る

と

も

言

え

る

の

で

、

「

鏡

像

」

だ

と

言

う

こ

と

が

で

き

る

。

そ

し

て

、

「

人

間

の

自

我

」

は

こ

の

「

鏡

像

」

を

ベ

ー

ス

に

作

ら

れ

て

い

る

と

い

う

こ

と

を

言

っ

て

い

る

の

が

、

ラ

カ

ン

の

「

鏡

像

段

階

論

」

で

あ

る

。

 

 

「

鏡

像

段

階

論

」

に

お

い

て

「

自

分

が

こ

う

見

ら

れ

て

い

る

で

あ

ろ

う

」

と

い

う

イ

メ

ー

ジ

か

ら

、

自

身

の

「

自

我

」

が

出

来

上

が

る

と

い

う

こ

と

で

あ

る

が

、

こ

の

自

我

は

『

想

像

的

自

我

』

と

呼

ば

れ

て

い

る

。

 

 

人

間

の

自

我

は

「

鏡

像

」

と

い

う

、

「

他

者

か

ら

の

視

線

」

に

よ

っ

て

で

き

た

も

の

に

基

盤

を

持

つ

と

い

う

の

が

、

ま

ず

、

ラ

カ

ン

の

理

論

に

お

い

て

重

要

な

ポ

イ

ン

ト

で

あ

る

。

 

 

ヌ

ー

ソ

ロ

ジ

ー

的

に

は

？

 

 

さ

て

、

「

ヌ

ー

ソ

ロ

ジ

ー

」

は

、

半

田

広

宣

さ

ん

に

よ

っ

て

、

「

宇

宙

論

」

だ

と

か

「

具

体

的

イ

デ

ア

論

」

と

い

う

風

に

言

わ

れ

て

い

る

が

、

実

は

、

「

自

己

」

と

「

他

者

」

の

関

係

性

に

よ

っ

て

出

来

る

「

自

他

論

」

で

も

あ

る

と

い

う

こ

と

を

、

半

田

広

宣

さ

ん

は

言

っ

て

い

る

。

ラ

カ

ン

の

「

鏡

像

段

階

論

」

の

よ

う

に

、

「

自

己

」

と

「

他

者

」

の

関

係

か

ら

生

ま

れ

る

精

神

構

造

と

い

う

の

は

、

む

し

ろ

、

ヌ

ー

ソ

ロ

ジ

ー

の

真

骨

頂

と

も

言

え

る

所

な

の

で

あ

る

。

 

 

ま

ず

、

「

鏡

像

段

階

論

」

に

お

い

て

は

、

「

見

ら

れ

て

い

る

」

と

い

う

意

識

に

よ

っ

て

、

自

分

が

形

成

さ

れ

る

と

い

う

所

が

重

要

で

あ

る

。

ヌ

ー

ソ

ロ

ジ

ー

的

に

は

、

「

見

ら

れ

て

い

る

」

と

い

う

意

識

の

場

に

は

「

客

体

」

と

い

う

も

の

が

存

在

し

て

い

る

。

そ

し

て

、

そ

れ

と

ラ

カ

ン

の

話

を

す

り

合

わ

せ

る

と

、

こ

の

「

客

体

」

を

ベ

ー

ス

に

し

て

、

「

想

像

的

自

我

」

が

生

ま

れ

て

い

る

と

言

う

こ

と

が

で

き

る

。

 

 

そ

れ

か

ら

、

「

客

体

」

は

ヌ

ー

ソ

ロ

ジ

ー

の

観

察

子

で

い

う

と

、

『

次

元

観

察

子

ψ

４

』

に

対

応

し

て

い

る

。

こ

れ

は

、

ヌ

ー

ソ

ロ

ジ

ー



 

 

の

実

践

に

お

い

て

、

ス

タ

ー

ト

の

方

で

出

て

く

る

概

念

で

あ

る

。

 

 

 

こ

の

よ

う

に

、

ヌ

ー

ソ

ロ

ジ

ー

に

お

け

る

人

間

の

自

我

形

成

で

は

、

ま

ず

、

「

見

ら

れ

て

い

る

」

と

い

う

意

識

と

『

次

元

観

察

子

ψ

４

』

に

対

応

す

る

「

客

体

」

が

出

て

く

る

の

で

あ

る

。

 

 

そ

し

て

、

あ

く

ま

で

こ

れ

は

、

自

我

形

成

の

ス

タ

ー

ト

の

部

分

で

あ

り

、

人

間

の

自

我

は

、

そ

こ

か

ら

発

展

し

て

さ

ら

に

完

成

に

向

か

っ

て

い

く

よ

う

に

な

る

。

ヌ

ー

ソ

ロ

ジ

ー

に

お

け

る

自

我

形

成

の

仕

組

み

に

つ

い

て

は

、

詳

し

く

は

、

本

書

に

あ

る

『

人

間

の

自

我

構

造

の

発

展

』

の

節

で

述

べ

て

い

く

こ

と

に

す

る

。

 

 



 

 

■

ラ

カ

ン

心

理

学

の

内

容

（

名

と

イ

メ

ー

ジ

の

関

係

と

シ

ェ

ー

マ

Ｌ

）

 

 

・

「

シ

ニ

フ

ィ

ア

ン

（

名

）

」

と

「

シ

ニ

フ

ィ

エ

（

イ

メ

ー

ジ

）

」

 

  

次

は

、

『

シ

ニ

フ

ィ

ア

ン

』

と

『

シ

ニ

フ

ィ

エ

』

と

い

う

概

念

に

つ

い

て

で

あ

る

。

こ

れ

は

、

ラ

カ

ン

の

提

唱

し

た

用

語

と

い

う

よ

り

も

、

「

ソ

シ

ュ

ー

ル

」

と

い

う

言

語

哲

学

者

に

よ

っ

て

定

義

さ

れ

た

も

の

ら

し

い

。

し

か

し

、

ラ

カ

ン

の

心

理

学

に

お

い

て

よ

く

出

て

く

る

た

め

、

ほ

と

ん

ど

ラ

カ

ン

が

提

唱

し

た

よ

う

に

思

え

る

ぐ

ら

い

、

ラ

カ

ン

に

よ

っ

て

使

い

こ

な

さ

れ

て

い

る

上

に

、

こ

れ

も

ほ

と

ん

ど

ラ

カ

ン

の

精

神

分

析

の

中

核

と

し

て

組

み

込

ま

れ

て

い

る

概

念

で

あ

る

。

 

 

「

シ

ニ

フ

ィ

ア

ン

」

は

簡

単

に

言

う

と

「

記

号

表

現

」

、

「

シ

ニ

フ

ィ

エ

」

は

簡

単

に

言

う

と

「

記

号

内

容

」

だ

と

説

明

さ

れ

て

い

る

。

・

・

・

し

か

し

、

こ

の

二

つ

は

、

他

に

も

言

い

換

え

て

説

明

す

る

こ

と

が

色

々

と

出

来

る

も

の

で

も

あ

る

。

二

つ

の

意

味

を

そ

れ

ぞ

れ

ま

と

め

る

と

、

以

下

の

よ

う

に

な

る

。

 

 

～

シ

ニ

フ

ィ

ア

ン

～

 

記

号

表

現

、

能

記

、

象

徴

、

名

 

例

：

「

海

」

と

い

う

文

字

や

、

「

う

み

」

と

い

う

音

声

 

 

～

シ

ニ

フ

ィ

エ

～

 



 

 

記

号

内

容

、

所

記

、

概

念

、

イ

メ

ー

ジ

 

例

：

海

の

イ

メ

ー

ジ

や

、

海

と

い

う

概

念

、

な

い

し

そ

の

意

味

内

容

 

  

そ

れ

ぞ

れ

以

上

の

よ

う

な

意

味

で

あ

る

が

、

こ

こ

で

は

分

か

り

や

す

い

よ

う

に

「

シ

ニ

フ

ィ

ア

ン

」

＝

「

名

」

と

「

シ

ニ

フ

ィ

エ

」

＝

「

イ

メ

ー

ジ

」

と

い

う

言

い

換

え

を

採

用

す

る

こ

と

に

す

る

。

 

 

こ

こ

で

、

「

シ

ニ

フ

ィ

ア

ン

」

は

「

単

一

の

名

」

を

意

味

し

て

い

て

、

「

シ

ニ

フ

ィ

エ

」

は

「

単

一

の

イ

メ

ー

ジ

」

を

意

味

し

て

い

る

。

そ

し

て

、

「

シ

ニ

フ

ィ

ア

ン

（

名

）

」

が

連

鎖

し

て

い

る

世

界

が

「

象

徴

界

」

で

あ

り

、

「

シ

ニ

フ

ィ

エ

（

イ

メ

ー

ジ

）

」

が

交

わ

り

合

っ

て

膨

ら

ん

で

い

る

世

界

が

「

想

像

界

」

で

る

。

 

 

こ

こ

で

、

ラ

カ

ン

的

に

は

、

「

シ

ニ

フ

ィ

ア

ン

（

名

）

」

は

「

現

実

界

」

と

絡

め

て

考

え

ら

れ

る

こ

と

も

あ

る

た

め

、

「

普

通

に

認

識

で

き

る

も

の

」

で

は

な

い

こ

と

を

押

さ

え

て

お

い

て

も

ら

い

た

い

。

「

シ

ニ

フ

ィ

ア

ン

」

と

は

、

あ

く

ま

で

純

粋

な

「

名

」

で

あ

り

、

「

文

字

」

と

し

て

表

記

さ

れ

て

い

る

「

名

」

を

、

無

心

で

見

た

と

き

の

も

の

が

「

シ

ニ

フ

ィ

ア

ン

」

で

あ

る

。

あ

る

い

は

、

イ

メ

ー

ジ

を

抜

き

に

し

た

純

粋

な

「

音

」

と

し

て

聞

こ

え

る

も

の

が

「

シ

ニ

フ

ィ

ア

ン

」

で

あ

る

。

 

 

「

シ

ニ

フ

ィ

ア

ン

（

名

）

」

を

認

識

す

る

時

は

、

少

し

で

も

イ

メ

ー

ジ

が

発

生

す

る

と

、

「

シ

ニ

フ

ィ

エ

（

イ

メ

ー

ジ

）

」

に

落

と

し

込

ま

れ

て

し

ま

う

た

め

、

注

意

が

必

要

な

の

で

あ

る

。

 

 

ヌ

ー

ソ

ロ

ジ

ー

的

に

は

？

 

 

「

シ

ニ

フ

ィ

ア

ン

（

名

）

」

と

「

シ

ニ

フ

ィ

エ

（

イ

メ

ー

ジ

）

」

は

、

ヌ

ー

ソ

ロ

ジ

ー

的

に

は

何

と

関

係

し

て

い

る

だ

ろ

う

か

？

 



 

 

■

人

間

の

自

我

構

造

の

発

展

 

 

・

人

間

の

自

我

形

成

の

仕

組

み

、

そ

の

１

：

空

間

認

識

の

レ

ベ

ル

 

  

こ

こ

で

、

ラ

カ

ン

と

は

少

し

脱

線

し

て

、

「

ヌ

ー

ソ

ロ

ジ

ー

に

お

け

る

自

我

形

成

の

仕

組

み

」

の

話

を

し

て

い

く

こ

と

に

す

る

。

何

故

な

ら

、

ヌ

ー

ソ

ロ

ジ

ー

に

お

い

て

言

わ

れ

て

い

る

「

人

間

の

自

我

形

成

の

仕

組

み

」

は

、

ラ

カ

ン

の

「

鏡

像

段

階

論

」

と

か

な

り

近

い

た

め

、

合

わ

せ

て

理

解

し

て

お

く

と

良

い

か

ら

で

あ

る

。

そ

れ

は

、

基

本

的

に

は

「

見

ら

れ

る

」

と

い

う

こ

と

を

ベ

ー

ス

に

し

て

発

展

し

て

い

る

も

の

で

あ

る

。

 

 

加

え

て

、

ヌ

ー

ソ

ロ

ジ

ー

に

よ

っ

て

明

ら

か

に

な

っ

た

自

我

形

成

の

仕

組

み

は

、

人

間

の

空

間

認

識

の

仕

方

と

紐

付

い

て

い

る

も

の

で

あ

る

た

め

、

そ

の

内

容

は

、

既

存

の

精

神

分

析

学

に

は

見

ら

れ

な

い

ほ

ど

、

明

確

で

具

体

的

な

情

報

と

な

っ

て

い

る

と

思

う

。

 

 

ヌ

ー

ソ

ロ

ジ

ー

に

お

け

る

人

間

の

自

我

の

形

成

は

、

『

次

元

観

察

子

』

の

偶

数

系

（

ψ

２

、

４

、

６

、

８

・

・

・

）

が

先

手

に

な

る

こ

と

で

行

わ

れ

て

お

り

、

ま

ず

は

、

『

次

元

観

察

子

ψ

１

～

ψ

８

』

に

対

応

し

た

「

４

段

階

」

で

一

旦

の

区

切

り

が

存

在

す

る

。

そ

の

た

め

、

ま

ず

は

「

段

階

１

～

段

階

４

」

か

ら

、

順

を

追

っ

て

説

明

し

て

い

く

こ

と

に

す

る

。

 

 

１

：

空

間

が

あ

る

と

い

う

段

階

 

（

※

次

元

観

察

子

ψ

１

～

ψ

２

に

対

応

）

 

 

人

間

の

自

我

の

形

成

は

「

幼

児

の

空

間

認

識

の

仕

方

」

か

ら

起

き

て

い

る

も

の

で

あ

り

、

ま

ず

始

め

に

あ

る

の

は

「

空

間

が

あ

る

と

い

 



 

 

■

４

次

元

で

読

む

ラ

カ

ン

 

 

・

「

４

次

元

」

で

読

む

と

ラ

カ

ン

は

分

か

り

や

す

い

？

 

  

こ

こ

で

、

再

度

脱

線

し

て

、

今

度

は

「

４

次

元

」

の

話

を

し

つ

つ

、

そ

れ

と

ラ

カ

ン

の

理

論

と

を

絡

め

て

い

こ

う

と

思

う

。

 

 

ま

ず

、

「

４

次

元

」

と

は

何

な

の

だ

ろ

う

か

？

 

一

般

的

に

は

、

単

純

に

「

４

次

元

」

と

い

う

と

、

「

４

次

元

時

空

」

と

「

４

次

元

空

間

」

の

二

つ

の

場

合

を

指

す

こ

と

が

あ

る

。

「

４

次

元

時

空

」

と

は

、

「

３

次

元

の

空

間

＋

１

次

元

の

時

間

」

の

こ

と

で

あ

り

、

早

い

話

が

「

こ

の

世

界

」

の

こ

と

を

言

っ

て

い

る

の

だ

が

、

そ

れ

に

対

し

、

「

４

次

元

空

間

」

は

、

「

こ

の

世

界

」

に

対

し

て

、

新

し

い

空

間

の

軸

を

一

つ

加

え

た

と

い

う

、

い

わ

ば

「

こ

の

世

界

に

な

い

も

の

」

で

あ

る

（

ち

な

み

に

、

ド

ラ

え

も

ん

の

『

４

次

元

ポ

ケ

ッ

ト

』

な

ん

か

は

、

そ

ち

ら

側

の

「

４

次

元

」

を

指

し

て

い

る

）

。

 

 

 

こ

こ

で

、

「

４

次

元

」

と

い

う

概

念

と

ラ

カ

ン

の

理

論

を

絡

め

て

考

え

て

み

る

と

面

白

く

、

双

方

を

合

わ

せ

て

学

ぶ

こ

と

で

、

理

解

を

 



 

 

■

「

人

間

の

欲

望

の

根

本

原

因

」

と

「

対

象

ａ

」

に

つ

い

て

 

 

・

「

対

象

ａ

」

に

つ

い

て

 

  

さ

て

、

話

を

ま

た

ラ

カ

ン

の

精

神

分

析

に

戻

そ

う

と

思

う

。

 

 

こ

こ

で

、

ラ

カ

ン

が

提

唱

し

た

重

要

概

念

で

あ

る

『

対

象

ａ

』

に

つ

い

て

、

書

い

て

い

く

こ

と

に

す

る

。

 

 

こ

れ

は

、

ラ

カ

ン

が

よ

く

言

っ

て

い

た

こ

と

で

あ

る

「

人

間

の

欲

望

は

他

者

の

欲

望

で

あ

る

」

と

い

う

台

詞

と

も

よ

く

絡

ん

で

い

る

概

念

で

あ

る

。

 

 

「

対

象

ａ

」

と

は

、

ま

ず

、

簡

単

に

説

明

す

る

と

「

人

間

の

欲

望

の

根

本

的

な

原

因

と

な

る

も

の

」

と

い

っ

た

意

味

の

も

の

で

あ

る

。

し

か

し

、

こ

れ

に

つ

い

て

ラ

カ

ン

が

言

お

う

と

し

て

い

た

こ

と

に

つ

い

て

は

、

そ

ん

な

に

簡

単

に

説

明

で

き

る

も

の

で

は

な

い

。

 

 

こ

こ

で

、

ラ

カ

ン

の

講

義

録

で

あ

る

『

精

神

分

析

の

四

基

本

概

念

』

に

て

、

「

対

象

ａ

」

の

記

述

が

出

て

く

る

所

を

引

用

す

る

と

・

・

・

 

 

「

対

象

ａ

は

欲

望

の

中

心

欠

如

を

象

徴

化

す

る

機

能

」

 

「

対

象

ａ

と

は

、

主

体

が

自

ら

を

構

成

す

る

た

め

に

手

放

し

た

器

官

と

し

て

の

な

に

も

の

か

」

 

「

対

象

ａ

は

あ

る

と

き

は

主

体

以

前

の

も

の

で

あ

り

、

あ

る

と

き

は

主

体

の

同

一

化

の

基

礎

で

あ

り

、

ま

た

あ

る

と

き

は

主

体

に

よ

っ

て

否

定

さ

れ

た

同

一

化

の

基

礎

」

 

 



 

 

■

「

父

の

名

」

や

「

フ

ァ

ル

ス

」

に

つ

い

て

 

 

・

ラ

カ

ン

に

よ

る

「

オ

イ

デ

ィ

プ

ス

・

コ

ン

プ

レ

ッ

ク

ス

」

解

釈

 

  

ラ

カ

ン

は

、

フ

ロ

イ

ト

の

影

響

を

受

け

て

「

パ

リ

・

フ

ロ

イ

ト

派

」

を

立

ち

上

げ

た

人

物

で

あ

る

が

、

フ

ロ

イ

ト

は

「

オ

イ

デ

ィ

プ

ス

・

コ

ン

プ

レ

ッ

ク

ス

」

と

い

う

も

の

に

つ

い

て

提

唱

し

た

こ

と

で

有

名

で

あ

る

。

こ

の

「

オ

イ

デ

ィ

プ

ス

・

コ

ン

プ

レ

ッ

ク

ス

」

に

つ

い

て

は

、

後

の

『

オ

イ

デ

ィ

プ

ス

編

』

の

所

で

詳

し

く

説

明

す

る

が

、

簡

単

に

言

う

と

、

そ

れ

は

「

父

」

と

「

母

」

と

「

子

」

を

巡

る

物

語

か

ら

生

ま

れ

る

も

の

で

あ

る

。

 

 

フ

ロ

イ

ト

が

言

う

に

は

、

最

初

、

子

供

に

と

っ

て

「

母

」

は

唯

一

の

性

的

な

対

象

で

あ

る

。

し

か

し

、

そ

の

「

子

」

と

「

母

」

の

関

係

の

中

に

「

父

」

が

入

り

込

み

、

そ

の

関

係

を

邪

魔

す

る

障

害

物

と

な

る

。

そ

う

し

た

絶

対

的

な

強

者

で

あ

る

「

父

」

と

の

関

係

に

よ

る

葛

藤

か

ら

生

ま

れ

る

も

の

・

・

・

と

い

う

の

が

、

大

ま

か

な

「

オ

イ

デ

ィ

プ

ス

・

コ

ン

プ

レ

ッ

ク

ス

」

の

内

容

で

あ

る

。

 

 

そ

し

て

、

ラ

カ

ン

は

、

フ

ロ

イ

ト

に

続

い

て

「

オ

イ

デ

ィ

プ

ス

・

コ

ン

プ

レ

ッ

ク

ス

」

に

つ

い

て

言

及

し

、

そ

こ

で

「

フ

ァ

ル

ス

」

や

「

父

の

名

」

と

い

っ

た

独

自

の

概

念

を

提

唱

し

な

が

ら

も

、

独

自

路

線

で

こ

れ

を

掘

り

下

げ

て

い

っ

た

。

 

 

こ

の

節

で

は

、

そ

の

こ

と

に

つ

い

て

説

明

し

て

い

く

。

 

  



 

 

■

こ

れ

ま

で

の

用

語

ま

と

め

 

 こ

れ

ま

で

に

述

べ

た

ラ

カ

ン

の

用

語

と

、

ヌ

ー

ソ

ロ

ジ

ー

用

語

と

の

対

応

を

ま

と

め

る

と

、

以

下

の

よ

う

に

な

る

。

 

 

～

基

本

関

連

～

 

 ―

『

鏡

像

段

階

論

』

―

 

幼

児

は

元

々

、

自

分

の

身

体

像

を

持

っ

て

い

な

い

が

、

 

他

者

か

ら

の

視

線

や

、

そ

こ

か

ら

作

ら

れ

る

「

鏡

像

」

か

ら

、

 

自

分

の

身

体

像

や

自

我

を

形

成

し

て

い

く

と

い

う

理

論

。

 

ヌ

ー

ソ

ロ

ジ

ー

的

に

は

、

「

見

ら

れ

る

」

と

い

う

意

識

と

、

 

『

次

元

観

察

子

ψ

４

』

に

よ

っ

て

「

客

体

」

が

形

成

さ

れ

て

、

 

人

間

の

自

我

が

生

ま

れ

る

と

い

う

理

論

と

繋

が

る

。

 

 ―

『

想

像

界

』

―

 

「

想

像

的

自

我

」

が

形

成

さ

れ

る

場

。

 

映

画

「

マ

ト

リ

ッ

ク

ス

」

だ

と

、

仮

想

世

界

マ

ト

リ

ッ

ク

ス

に

対

応

す

る

。

 



 

 

 



 

 

＊

＊

オ

イ

デ

ィ

プ

ス

編

、

は

じ

め

に

＊

＊

 

  

今

回

か

ら

始

ま

る

章

の

メ

イ

ン

テ

ー

マ

は

「

オ

イ

デ

ィ

プ

ス

」

で

あ

る

。

 

 

「

オ

イ

デ

ィ

プ

ス

」

と

は

、

心

理

学

に

お

い

て

、

フ

ロ

イ

ト

が

『

オ

イ

デ

ィ

プ

ス

・

コ

ン

プ

レ

ッ

ク

ス

』

と

し

て

扱

っ

た

、

重

要

概

念

で

あ

る

。

哲

学

の

間

で

も

「

ド

ゥ

ル

ー

ズ

＝

ガ

タ

リ

」

に

よ

る

『

ア

ン

チ

・

オ

イ

デ

ィ

プ

ス

』

と

い

う

書

籍

で

追

求

さ

れ

て

い

る

も

の

と

し

て

有

名

で

あ

る

。

「

オ

イ

デ

ィ

プ

ス

」

の

問

題

は

、

端

的

に

言

う

と

「

父

な

る

も

の

」

を

巡

る

問

題

で

あ

り

、

幅

広

い

分

野

に

通

じ

て

い

る

。

 

 

し

か

し

、

こ

こ

か

ら

先

は

、

「

オ

イ

デ

ィ

プ

ス

」

と

い

う

テ

ー

マ

が

広

く

色

々

な

こ

と

に

通

じ

て

い

る

た

め

、

割

と

幅

広

い

範

囲

の

テ

ー

マ

に

つ

い

て

書

い

て

行

こ

う

と

も

思

う

。

 

 

そ

こ

で

、

ま

ず

始

め

に

、

こ

れ

ま

で

語

る

こ

と

の

で

き

な

か

っ

た

心

理

学

者

で

あ

る

「

ア

ル

フ

レ

ッ

ド

・

ア

ド

ラ

ー

」

の

話

を

、

軽

く

し

て

い

こ

う

と

思

う

。

 

 

筆

者

の

専

門

は

、

割

と

「

ユ

ン

グ

」

と

「

ラ

カ

ン

」

の

二

人

の

心

理

学

者

の

つ

も

り

だ

っ

た

が

、

「

ア

ド

ラ

ー

」

と

い

う

心

理

学

者

も

、

今

、

世

の

中

で

は

割

と

注

目

さ

れ

て

い

る

様

子

で

あ

る

の

で

、

そ

れ

を

い

く

ら

か

押

さ

え

つ

つ

、

ヌ

ー

ソ

ロ

ジ

ー

の

概

念

と

も

紐

づ

け

て

い

く

こ

と

に

し

た

。

 

 

そ

し

て

、

「

ア

ド

ラ

ー

」

に

つ

い

て

述

べ

た

次

は

、

い

よ

い

よ

、

「

オ

イ

デ

ィ

プ

ス

」

に

つ

い

て

と

、

そ

れ

と

現

代

社

会

と

を

絡

め

た

問

題

に

つ

い

て

も

述

べ

て

い

く

こ

と

に

す

る

。

 

 

そ

れ

か

ら

、

最

後

に

、

「

オ

イ

デ

ィ

プ

ス

」

の

問

題

を

解

決

す

る

も

の

と

し

て

、

「

魔

術

・

魔

法

」

と

い

う

ジ

ャ

ン

ル

に

つ

い

て

も

述

べ



 

 

て

い

く

こ

と

に

す

る

。

 

 



 

 

＊

＊

ア

ド

ラ

ー

に

つ

い

て

軽

く

＊

＊

 

 

・

ア

ド

ラ

ー

と

は

？

 

  

「

ア

ル

フ

レ

ッ

ド

・

ア

ド

ラ

ー

」

（

１

８

７

０

年

～

１

９

３

７

年

、

オ

ー

ス

ト

リ

ア

生

ま

れ

）

は

、

割

と

社

会

派

な

心

理

学

者

と

し

て

知

ら

れ

て

い

る

人

物

で

あ

り

、

ユ

ン

グ

と

同

じ

く

、

フ

ロ

イ

ト

の

元

に

集

ま

っ

て

い

た

弟

子

の

う

ち

の

一

人

で

あ

る

。

（

し

か

し

、

弟

子

と

い

う

言

い

方

に

は

異

論

が

あ

り

、

独

立

し

た

考

え

方

を

持

っ

た

心

理

学

者

と

言

っ

た

方

が

良

い

み

た

い

で

あ

る

。

）

 

 

 

  

医

師

と

し

て

開

業

を

し

て

い

た

ア

ド

ラ

ー

は

、

フ

ロ

イ

ト

の

著

作

『

夢

判

断

』

を

呼

ん

で

、

精

神

医

学

に

興

味

を

持

ち

、

フ

ロ

イ

ト

と

 



 

 

・

「

劣

等

性

」

と

「

差

異

」

と

に

つ

い

て

 

  

ア

ド

ラ

ー

の

言

っ

た

「

劣

等

感

」

に

つ

い

て

も

う

一

つ

言

え

る

こ

と

と

し

て

、

こ

れ

は

、

「

同

一

性

」

と

「

差

異

」

の

関

係

と

も

絡

ん

で

い

る

問

題

で

も

あ

る

。

 

 

「

同

一

性

」

と

「

差

異

」

と

は

、

ヌ

ー

ソ

ロ

ジ

ー

で

も

使

わ

れ

て

い

る

、

哲

学

の

用

語

で

あ

る

が

、

「

同

一

性

」

は

「

何

か

と

何

か

を

同

じ

と

し

て

見

る

性

質

」

の

こ

と

を

言

う

。

対

人

関

係

に

お

い

て

は

、

「

誰

か

と

誰

か

を

同

じ

と

し

て

見

る

性

質

」

と

言

っ

て

も

良

い

と

思

う

。

そ

の

一

方

で

、

「

差

異

」

は

「

同

一

性

」

と

逆

の

意

味

で

あ

り

、

そ

こ

に

あ

る

「

違

い

」

の

こ

と

を

言

っ

て

い

る

。

 

 

ア

ド

ラ

ー

の

言

う

「

劣

等

感

」

が

生

ま

れ

る

背

景

に

は

、

そ

も

そ

も

、

「

同

一

性

」

と

い

う

人

間

が

誰

し

も

持

っ

て

い

る

性

質

が

あ

る

。

人

間

社

会

で

よ

く

あ

る

こ

と

と

し

て

は

、

ま

ず

、

「

優

越

者

」

の

モ

デ

ル

と

い

う

の

が

あ

る

。

例

え

ば

、

学

校

の

成

績

が

良

い

者

、

運

動

が

で

き

る

者

、

良

い

大

学

に

言

っ

て

良

い

企

業

に

就

職

し

て

お

金

を

多

く

稼

ぐ

者

・

・

・

な

ど

が

そ

の

代

表

と

い

っ

た

所

だ

ろ

う

と

思

う

。

そ

う

な

っ

て

く

る

と

、

「

人

間

は

そ

の

モ

デ

ル

と

同

一

に

な

れ

る

も

の

な

の

だ

。

」

と

い

う

価

値

観

が

出

て

く

る

よ

う

に

な

り

、

皆

が

そ

れ

を

目

指

す

よ

う

に

な

る

。

そ

こ

で

本

当

は

身

体

的

な

ハ

ン

デ

ィ

や

、

違

い

に

よ

る

得

手

不

得

手

が

存

在

す

る

の

だ

が

、

「

同

一

性

」

が

働

い

て

い

る

場

合

は

そ

う

し

た

も

の

は

無

視

さ

れ

る

。

そ

し

て

、

そ

の

モ

デ

ル

に

真

似

す

る

の

に

不

利

で

あ

り

、

実

際

に

で

き

な

い

者

を

「

劣

等

者

」

だ

と

扱

う

よ

う

に

な

る

。

 

 

し

か

し

、

そ

も

そ

も

人

間

に

は

「

差

異

」

が

あ

る

も

の

だ

と

い

う

前

提

に

気

づ

い

て

い

れ

ば

、

こ

の

よ

う

な

こ

と

は

起

き

な

い

も

の

で

あ

る

。

身

体

的

に

違

い

が

あ

る

の

だ

か

ら

、

モ

デ

ル

を

真

似

で

き

な

い

者

が

い

る

の

も

当

た

り

前

で

あ

る

。

こ

の

よ

う

に

、

そ

れ

が

当

た

り

前

で

あ

る

と

し

た

上

で

、

世

の

中

に

役

立

つ

た

め

に

は

何

を

す

れ

ば

良

い

か

？

 

世

間

で

は

不

利

の

よ

う

に

扱

わ

れ

て

い

る

け

れ

 



 

 

＊

＊

オ

イ

デ

ィ

プ

ス

に

つ

い

て

＊

＊

 

 

・

「

オ

イ

デ

ィ

プ

ス

」

と

は

何

か

？

 

  

さ

て

、

い

よ

い

よ

今

回

の

『

オ

イ

デ

ィ

プ

ス

編

』

の

メ

イ

ン

テ

ー

マ

と

な

る

「

オ

イ

デ

ィ

プ

ス

」

に

つ

い

て

で

あ

る

。

 

 

ま

ず

は

、

「

オ

イ

デ

ィ

プ

ス

」

と

は

何

か

？

に

つ

い

て

だ

が

、

こ

れ

は

、

元

々

は

古

代

ギ

リ

シ

ャ

の

紀

元

前

４

２

７

年

頃

に

書

か

れ

た

『

オ

イ

デ

ィ

プ

ス

王

』

と

呼

ば

れ

る

神

話

か

ら

来

て

い

る

名

前

で

あ

る

。

（

読

み

方

の

問

題

で

、

「

エ

デ

ィ

プ

ス

王

」

と

も

呼

ば

れ

る

こ

と

も

あ

る

。

）

 

 

そ

の

神

話

の

内

容

か

ら

、

フ

ロ

イ

ト

が

『

オ

イ

デ

ィ

プ

ス

・

コ

ン

プ

レ

ッ

ク

ス

』

と

い

う

も

の

を

提

唱

す

る

よ

う

に

な

る

。

（

こ

れ

は

、

よ

く

「

エ

デ

ィ

プ

ス

・

コ

ン

プ

レ

ッ

ク

ス

」

と

呼

ば

れ

る

こ

と

も

あ

る

が

、

こ

こ

で

は

「

オ

イ

デ

ィ

プ

ス

」

に

統

一

す

る

こ

と

に

す

る

。

）

 

 

こ

の

フ

ロ

イ

ト

が

言

っ

た

「

オ

イ

デ

ィ

プ

ス

・

コ

ン

プ

レ

ッ

ク

ス

」

の

問

題

を

、

後

に

ラ

カ

ン

や

ド

ゥ

ル

ー

ズ

と

い

っ

た

人

物

が

取

り

上

げ

て

、

そ

こ

か

ら

さ

ら

に

発

想

が

広

が

っ

て

い

く

よ

う

に

な

る

。

特

に

ド

ゥ

ル

ー

ズ

に

お

い

て

は

、

「

オ

イ

デ

ィ

プ

ス

」

は

全

く

違

っ

た

概

念

と

し

て

扱

わ

れ

る

よ

う

に

な

る

。

 

 

こ

こ

で

、

そ

れ

ら

に

つ

い

て

そ

れ

ぞ

れ

説

明

し

て

い

く

こ

と

に

す

る

。

 

  



 

 

■

「

父

性

原

理

」

と

「

母

性

原

理

」

 

 

・

「

父

な

る

も

の

」

と

「

西

洋

」

の

関

係

 

  

こ

れ

ま

で

の

「

オ

イ

デ

ィ

プ

ス

」

の

説

明

で

は

、

つ

ま

り

、

『

ア

ン

チ

・

オ

イ

デ

ィ

プ

ス

』

的

な

「

オ

イ

デ

ィ

プ

ス

」

は

、

あ

り

と

あ

ら

ゆ

る

「

父

な

る

も

の

」

が

発

端

と

な

っ

て

お

り

、

そ

れ

と

の

関

係

が

上

手

く

い

か

な

く

な

っ

た

時

に

起

き

る

・

・

・

と

い

う

の

が

、

「

オ

イ

デ

ィ

プ

ス

」

を

巡

る

ス

ト

ー

リ

ー

で

あ

る

。

こ

れ

は

本

来

の

「

オ

イ

デ

ィ

プ

ス

王

」

の

神

話

の

内

容

と

は

大

分

異

な

っ

て

い

る

が

、

こ

こ

で

は

そ

う

い

う

も

の

と

し

て

扱

お

う

と

思

う

。

 

 

こ

こ

で

、

「

父

な

る

も

の

」

は

「

父

性

原

理

」

と

し

て

、

「

父

性

原

理

」

と

「

母

性

原

理

」

の

二

つ

に

つ

い

て

、

今

一

度

、

掘

り

下

げ

て

い

こ

う

と

思

う

。

 

 

ユ

ン

グ

派

の

カ

ウ

ン

セ

ラ

ー

と

し

て

有

名

な

、

河

合

隼

雄

さ

ん

に

よ

る

「

父

性

原

理

」

と

「

母

性

原

理

」

の

説

明

を

再

度

復

習

す

る

と

、

以

下

の

よ

う

に

な

る

。

 

 



 

 

 



 

 

 

通

説

で

は

、

「

父

性

原

理

」

は

西

洋

諸

国

に

お

い

て

よ

く

見

ら

れ

、

「

母

性

原

理

」

は

東

洋

諸

国

に

お

い

て

よ

く

見

ら

れ

る

。

 

 

そ

し

て

、

「

精

神

分

析

」

と

い

う

ジ

ャ

ン

ル

は

、

当

然

、

西

洋

か

ら

出

て

き

た

も

の

で

あ

り

、

そ

れ

は

フ

ロ

イ

ト

と

い

う

人

物

に

よ

っ

て

始

め

ら

れ

た

が

、

そ

の

フ

ロ

イ

ト

は

執

拗

な

ま

で

に

「

オ

イ

デ

ィ

プ

ス

・

コ

ン

プ

レ

ッ

ク

ス

」

と

い

う

も

の

と

、

「

父

と

の

関

係

」

と

い

う

テ

ー

マ

に

こ

だ

わ

っ

て

い

た

。

こ

こ

で

「

父

」

に

該

当

す

る

も

の

は

、

恐

ら

く

、

肉

親

と

し

て

の

「

父

親

」

の

み

を

指

し

て

い

る

の

で

は

な

い

。

フ

ロ

イ

ト

は

ユ

ダ

ヤ

人

で

あ

っ

た

た

め

、

ユ

ダ

ヤ

人

に

と

っ

て

の

「

父

」

と

は

、

あ

の

「

ユ

ダ

ヤ

教

の

神

様

」

が

挙

げ

ら

れ

る

も

の

で

も

あ

る

。

 

 

そ

れ

か

ら

、

西

洋

人

に

と

っ

て

の

「

父

」

は

、

ユ

ダ

ヤ

教

の

神

様

だ

け

で

は

な

い

。

西

洋

諸

国

と

い

う

と

、

科

学

技

術

の

発

展

が

著

し

か

っ

た

国

々

で

あ

り

、

特

に

１

９

世

紀

や

２

０

世

紀

に

か

け

て

は

、

産

業

革

命

に

よ

る

勢

い

が

強

か

っ

た

時

代

で

あ

る

。

・

・

・

フ

ロ

イ

ト

は

熱

心

な

ユ

ダ

ヤ

教

徒

と

言

う

よ

り

は

、

「

科

学

的

な

視

点

」

で

物

事

を

見

る

こ

と

に

こ

だ

わ

っ

て

い

た

人

物

で

あ

る

た

め

、

フ

ロ

イ

ト

が

「

父

」

と

す

る

も

の

は

、

ど

ち

ら

か

と

い

う

と

そ

う

し

た

も

の

か

も

し

れ

な

い

・

・

・

つ

ま

り

、

西

洋

に

あ

る

屈

強

な

科

学

技

術

や

、

政

治

の

シ

ス

テ

ム

な

ど

を

作

り

上

げ

た

、

「

近

代

理

性

」

と

い

う

「

父

」

で

あ

る

。

 

 

「

西

洋

」

は

、

科

学

の

発

祥

の

場

所

で

あ

り

、

そ

れ

か

ら

、

西

洋

で

普

及

し

て

い

る

「

キ

リ

ス

ト

教

」

や

、

一

部

の

優

秀

な

人

間

が

信

じ

る

「

ユ

ダ

ヤ

教

」

は

、

一

神

教

の

宗

教

で

あ

る

た

め

、

そ

う

し

た

一

神

教

的

な

も

の

が

支

配

し

て

い

る

文

化

を

持

つ

の

で

あ

る

。

従

っ

て

、

そ

う

し

た

「

父

」

が

生

み

出

す

も

の

が

、

広

い

意

味

で

の

「

オ

イ

デ

ィ

プ

ス

・

コ

ン

プ

レ

ッ

ク

ス

」

だ

と

い

う

こ

と

が

言

え

る

。

 

 

フ

ロ

イ

ト

は

肉

親

で

あ

る

父

親

を

指

し

て

の

「

父

」

を

言

及

し

て

「

オ

イ

デ

ィ

プ

ス

・

コ

ン

プ

レ

ッ

ク

ス

」

を

提

唱

し

て

い

た

か

の

よ

う

で

あ

っ

た

が

、

ド

ゥ

ル

ー

ズ

＝

ガ

タ

リ

は

、

そ

れ

を

も

っ

と

普

遍

的

な

も

の

と

し

て

拡

張

し

た

た

め

、

こ

こ

で

の

「

オ

イ

デ

ィ

プ

ス

」

は

、

か

な

り

広

い

意

味

の

も

の

を

指

す

よ

う

に

な

っ

た

。

そ

も

そ

も

、

フ

ロ

イ

ト

が

言

い

た

か

っ

た

こ

と

も

、

西

洋

人

が

持

つ

特

有

の

「

父

 



 

 

■

「

オ

イ

デ

ィ

プ

ス

」

と

「

虚

栄

心

」

 

 

・

現

代

日

本

で

権

力

を

持

つ

も

の

 

  

さ

て

、

こ

こ

か

ら

は

現

代

社

会

の

話

に

も

入

っ

て

い

こ

う

と

思

う

。

 

 

ま

ず

、

先

ほ

ど

の

「

父

性

原

理

」

と

「

母

性

原

理

」

の

話

の

お

さ

ら

い

で

あ

る

が

、

「

父

性

原

理

」

と

「

母

性

原

理

」

は

、

双

方

に

お

い

て

、

そ

れ

ぞ

れ

「

弊

害

を

生

む

要

素

」

が

あ

る

と

い

う

話

で

あ

っ

た

。

 

 

そ

れ

は

、

ヌ

ー

ソ

ロ

ジ

ー

に

お

い

て

『

ケ

イ

ブ

コ

ン

パ

ス

』

に

当

て

は

め

る

こ

と

も

で

き

る

。

 

 



 

 

■

「

物

質

的

な

軸

」

と

「

精

神

的

な

軸

」

に

つ

い

て

 

 

・

二

つ

の

軸

に

つ

い

て

 

  

こ

れ

ま

で

、

父

性

的

な

も

の

が

作

る

「

オ

イ

デ

ィ

プ

ス

」

と

、

母

性

的

な

も

の

が

作

る

「

虚

栄

心

」

と

い

う

二

つ

の

存

在

に

つ

い

て

説

明

し

て

き

た

。

 

 

こ

こ

で

、

人

間

の

世

界

に

は

「

父

性

的

な

も

の

が

作

る

軸

」

と

「

母

性

的

な

も

の

が

作

る

軸

」

の

、

二

つ

の

主

軸

が

あ

る

と

捉

え

る

と

良

い

。

そ

れ

は

、

こ

こ

で

は

「

物

質

的

な

軸

」

と

「

精

神

的

な

軸

」

と

呼

ぶ

こ

と

に

す

る

。

 

 

そ

し

て

、

人

間

の

世

界

に

お

い

て

、

こ

の

二

つ

は

、

ヌ

ー

ソ

ロ

ジ

ー

の

『

ケ

イ

ブ

コ

ン

パ

ス

』

に

よ

る

と

、

以

下

の

よ

う

に

対

応

す

る

わ

け

で

あ

る

。

 



 

 

 

 

図

の

左

側

に

「

物

質

的

な

軸

」

が

あ

り

、

図

の

右

側

に

「

精

神

的

な

軸

」

と

い

う

の

が

あ

る

。

メ

イ

ン

は

、

内

側

の

『

偶

数

系

元

止

揚

』

と

『

奇

数

系

元

止

揚

』

に

あ

り

、

そ

れ

ぞ

れ

、

外

側

の

『

人

間

の

思

形

』

と

『

人

間

の

感

性

』

が

そ

れ

を

支

え

て

い

る

。

 

 

そ

れ

か

ら

、

『

人

間

の

思

形

』

の

『

ノ

ウ

ス

（

Ｎ

Ｏ

Ｏ

Ｓ

）

』

の

力

を

『

ノ

ス

（

Ｎ

Ｏ

Ｓ

）

』

に

上

書

く

『

等

化

』

側

の

力

と

、

『

人

間

の

感

性

』

の

『

ノ

ス

（

Ｎ

Ｏ

Ｓ

）

』

の

力

を

『

ノ

ウ

ス

（

Ｎ

Ｏ

Ｏ

Ｓ

）

』

に

上

書

く

『

中

和

』

側

の

力

と

い

う

の

が

あ

る

。

そ

れ

は

、

そ

れ

ぞ

れ

『

人

間

の

性

質

』

と

『

人

間

の

定

質

』

と

呼

ば

れ

、

『

次

元

観

察

子

』

の

『

ψ

１

２

』

と

『

ψ

１

１

』

に

該

当

し

、

こ

れ

は

人

間

の

世

界

に

あ

る

「

最

高

位

の

対

立

物

」

と

し

て

存

在

し

て

い

る

。

つ

ま

り

、

「

物

質

的

な

軸

」

と

「

精

神

的

な

軸

」

の

二

つ

は

、

『

人

間

の

性

質

』

と

『

人

間

の

定

質

』

に

よ

っ

て

確

固

た

る

も

の

に

な

っ

て

い

る

の

で

あ

る

。

 



 

 

■

オ

イ

デ

ィ

プ

ス

に

対

抗

す

る

「

知

性

」

 

 

・

必

要

な

「

知

性

」

と

は

何

か

？

 

  

さ

て

、

こ

こ

ま

で

「

父

性

原

理

」

側

に

あ

る

「

オ

イ

デ

ィ

プ

ス

」

と

「

母

性

原

理

」

側

に

あ

る

「

虚

栄

心

」

に

つ

い

て

説

明

し

た

り

、

「

物

質

的

な

軸

」

と

「

精

神

的

な

軸

」

の

二

つ

に

つ

い

て

説

明

し

た

り

し

て

い

っ

た

。

 

 

そ

れ

ら

が

作

り

出

す

「

ジ

ャ

パ

ニ

ー

ズ

・

オ

イ

デ

ィ

プ

ス

・

コ

ン

プ

レ

ッ

ク

ス

」

で

は

、

外

来

の

資

本

主

義

的

な

考

え

方

が

社

会

の

主

導

権

を

握

っ

て

い

く

中

で

、

日

本

の

「

母

性

」

的

な

要

素

に

「

父

性

」

書

か

れ

る

よ

う

に

な

り

、

「

父

性

」

的

な

勢

力

か

ら

も

圧

力

が

か

か

る

よ

う

に

な

る

し

、

「

母

性

」

的

な

要

素

が

そ

れ

を

よ

り

閉

鎖

的

に

す

る

と

い

う

、

ダ

ブ

ル

バ

イ

ン

ド

の

よ

う

な

状

況

が

起

き

て

い

る

と

い

う

わ

け

だ

っ

た

。

 

 

こ

こ

で

、

我

々

が

身

に

つ

け

る

べ

き

こ

と

と

は

何

な

の

だ

ろ

う

か

？

 

そ

れ

は

、

「

自

分

の

頭

で

考

え

る

知

性

を

身

に

つ

け

る

」

と

い

う

こ

と

だ

と

思

う

。

 

 

基

本

的

に

は

、

こ

う

し

た

物

事

に

対

し

て

「

誰

か

」

を

責

め

た

所

で

、

な

か

な

か

世

の

中

は

動

か

な

か

っ

た

り

す

る

。

「

父

性

」

と

「

母

性

」

の

在

り

方

は

、

社

会

に

お

い

て

は

か

な

り

複

雑

な

状

況

下

で

動

い

て

い

る

も

の

で

あ

る

た

め

、

そ

れ

を

理

解

す

る

た

め

に

は

、

優

れ

た

「

知

性

」

が

い

る

こ

と

で

あ

る

。

 

 

そ

れ

か

ら

、

そ

れ

ら

の

「

父

性

」

や

「

母

性

」

と

い

っ

た

も

の

の

弊

害

は

、

と

に

か

く

、

人

々

を

「

考

え

さ

せ

な

い

」

よ

う

な

方

向

に

持

っ

て

い

っ

て

し

ま

う

も

の

で

あ

る

。

仮

に

、

「

誰

か

」

が

そ

う

し

た

陰

謀

を

企

ん

で

い

て

、

そ

れ

に

よ

っ

て

世

の

中

が

動

か

さ

れ

て

い

 



 

 

＊

＊

魔

術

・

オ

カ

ル

テ

ィ

ズ

ム

と

の

絡

み

な

ど

＊

＊

 

  

こ

れ

ま

で

、

「

オ

イ

デ

ィ

プ

ス

」

に

つ

い

て

や

、

そ

こ

か

ら

さ

ら

に

派

生

し

た

「

虚

栄

心

」

と

い

う

も

の

に

つ

い

て

、

現

代

社

会

の

問

題

に

ま

で

絡

ん

だ

も

の

と

し

て

述

べ

て

き

た

。

 

 

こ

こ

か

ら

、

そ

れ

に

対

し

て

「

ど

う

対

抗

し

て

い

け

ば

良

い

か

」

と

い

う

こ

と

や

「

ど

う

生

き

て

い

け

ば

良

い

か

」

と

い

う

こ

と

へ

と

も

繋

が

っ

て

い

く

、

「

魔

術

」

や

「

オ

カ

ル

テ

ィ

ズ

ム

」

の

話

を

し

て

い

こ

う

と

思

う

。

 

 

・

魔

術

の

カ

ウ

ン

タ

ー

カ

ル

チ

ャ

ー

的

側

面

 

  

ま

ず

、

「

魔

術

」

と

は

何

か

？

と

い

う

所

か

ら

説

明

し

て

い

こ

う

と

思

う

。

 

 

「

魔

術

」

の

定

義

は

非

常

に

幅

広

い

も

の

が

考

え

ら

れ

る

の

で

あ

る

が

、

１

９

世

紀

あ

た

り

の

近

代

に

お

い

て

『

黄

金

の

夜

明

け

団

』

と

い

う

魔

術

結

社

が

出

て

き

て

、

後

に

出

て

く

る

魔

術

結

社

や

「

西

洋

魔

術

」

と

い

っ

た

ジ

ャ

ン

ル

も

、

そ

れ

の

影

響

が

大

き

い

た

め

、

そ

の

よ

う

な

イ

メ

ー

ジ

で

「

魔

術

」

を

捉

え

る

と

い

う

風

潮

が

強

い

。

 

 

こ

こ

で

、

「

魔

術

」

の

持

つ

思

想

に

つ

い

て

、

古

代

エ

ジ

プ

ト

の

あ

た

り

に

ま

で

さ

か

の

ぼ

る

と

、

元

々

は

「

一

神

教

に

対

抗

す

る

力

」

と

し

て

魔

術

の

よ

う

な

も

の

が

出

て

き

た

と

い

う

こ

と

が

あ

る

。

古

代

に

は

、

「

一

神

教

」

の

よ

う

に

「

神

を

信

じ

る

」

と

い

う

立

場

が

あ

っ

た

わ

け

だ

が

、

そ

れ

に

対

し

て

「

多

神

教

」

を

信

じ

る

立

場

で

あ

っ

た

り

、

「

自

ら

が

神

の

よ

う

に

な

る

」

と

い

う

よ

う

な

思

想

の

立

場

が

出

て

き

た

。

後

に

出

て

く

る

魔

術

も

、

そ

う

し

た

態

度

に

近

い

思

想

を

受

け

継

い

で

い

る

た

め

、

「

魔

術

」

は

、

こ

の

よ

う

に

「

一



 

 

神

教

に

対

す

る

カ

ウ

ン

タ

ー

カ

ル

チ

ャ

ー

」

と

し

て

始

ま

っ

て

い

た

と

言

え

る

も

の

で

あ

る

。

 

 

こ

の

よ

う

な

「

カ

ウ

ン

タ

ー

カ

ル

チ

ャ

ー

」

と

し

て

機

能

し

て

い

た

「

魔

術

」

が

メ

ジ

ャ

ー

と

な

る

こ

と

は

、

こ

れ

ま

で

あ

ま

り

な

か

っ

た

。

何

故

な

ら

、

一

般

人

や

大

衆

に

と

っ

て

は

「

一

神

教

」

の

方

が

メ

ジ

ャ

ー

で

あ

っ

た

り

、

「

目

に

見

え

る

も

の

」

を

ベ

ー

ス

に

し

た

、

分

か

り

や

す

い

思

想

の

方

が

メ

ジ

ャ

ー

な

も

の

と

し

て

君

臨

し

て

い

た

か

ら

で

あ

る

。

そ

う

し

た

中

で

「

魔

術

」

の

よ

う

な

も

の

は

「

隠

さ

れ

た

も

の

」

と

し

て

扱

わ

れ

る

よ

う

に

な

っ

た

。

こ

の

「

隠

さ

れ

た

も

の

」

と

い

う

の

が

、

本

来

の

「

オ

カ

ル

ト

」

の

意

味

で

あ

り

、

そ

れ

を

探

求

す

る

の

が

「

オ

カ

ル

テ

ィ

ズ

ム

」

で

あ

る

。

 

 

こ

の

よ

う

な

「

魔

術

」

や

「

オ

カ

ル

テ

ィ

ズ

ム

」

と

い

っ

た

も

の

が

、

西

洋

に

お

い

て

形

を

変

え

つ

つ

も

、

影

で

脈

々

と

伝

え

ら

れ

て

い

っ

た

・

・

・

。

そ

し

て

、

１

９

世

紀

に

あ

っ

た

魔

術

結

社

で

あ

る

『

黄

金

の

夜

明

け

団

』

に

至

る

よ

う

に

な

る

。

そ

こ

で

扱

わ

れ

る

「

魔

術

」

も

、

紀

元

前

に

あ

っ

た

エ

ジ

プ

ト

の

文

化

や

、

そ

こ

か

ら

派

生

し

た

ユ

ダ

ヤ

神

秘

主

義

で

あ

る

「

カ

バ

ラ

」

な

ど

の

影

響

を

強

く

受

け

て

い

る

。

 

 

そ

れ

か

ら

、

現

代

に

お

い

て

は

、

「

科

学

」

や

「

資

本

主

義

」

や

「

唯

物

論

」

と

い

っ

た

も

の

が

、

ま

る

で

「

一

神

教

」

か

の

よ

う

に

君

臨

し

て

い

る

た

め

、

そ

れ

に

対

す

る

「

魔

術

」

が

機

能

す

る

必

要

が

あ

る

と

言

う

こ

と

が

で

き

る

。

「

唯

物

論

」

で

信

じ

ら

れ

て

い

る

も

の

は

、

い

わ

ば

「

目

に

見

え

る

も

の

」

で

あ

る

が

、

そ

れ

に

対

し

て

、

「

魔

術

」

で

は

「

目

に

見

え

な

い

も

の

」

を

扱

う

と

い

う

こ

と

に

な

る

。

従

っ

て

、

こ

の

よ

う

な

「

目

に

見

え

な

い

も

の

」

を

扱

う

こ

と

が

、

広

義

に

お

い

て

の

「

魔

術

」

だ

と

言

う

こ

と

が

で

き

る

と

思

う

。

 

 

そ

し

て

、

そ

れ

を

扱

う

目

的

は

、

流

派

や

思

想

に

よ

っ

て

色

々

あ

る

・

・

・

と

い

う

の

も

、

現

代

に

お

け

る

「

魔

術

」

や

「

魔

法

」

の

あ

り

方

だ

と

思

う

。

 



 

 

・

「

勇

気

づ

け

」

の

手

段

と

し

て

の

魔

法

 

  

こ

れ

ま

で

、

「

父

性

原

理

」

の

作

り

出

す

「

オ

イ

デ

ィ

プ

ス

」

と

い

う

弊

害

に

つ

い

て

説

明

し

て

き

た

し

、

そ

れ

か

ら

、

現

代

社

会

に

お

い

て

も

、

な

か

な

か

解

決

で

き

な

い

問

題

が

、

世

の

中

を

覆

っ

て

い

る

と

い

う

こ

と

に

つ

い

て

述

べ

て

き

た

。

 

 

そ

れ

で

も

、

自

分

自

身

が

本

来

望

む

こ

と

で

あ

る

、

「

自

己

」

を

先

手

に

し

て

、

能

動

的

に

世

の

中

を

生

き

て

い

く

た

め

に

必

要

に

な

る

の

が

、

ア

ド

ラ

ー

の

言

っ

た

「

勇

気

づ

け

」

で

あ

る

。

ま

た

、

ア

ド

ラ

ー

の

「

勇

気

づ

け

」

は

、

「

劣

等

コ

ン

プ

レ

ッ

ク

ス

」

を

克

服

す

る

こ

と

に

も

繋

が

る

も

の

・

・

・

と

い

う

わ

け

で

あ

っ

た

。

 

 

ア

ド

ラ

ー

の

「

勇

気

づ

け

」

に

つ

い

て

、

再

度

『

ケ

イ

ブ

コ

ン

パ

ス

』

を

引

用

し

て

説

明

す

る

と

、

以

下

の

よ

う

に

『

奇

数

系

観

察

子

』

を

先

手

に

し

て

生

き

る

た

め

の

も

の

が

、

ア

ド

ラ

ー

の

言

っ

た

「

勇

気

づ

け

」

で

あ

る

。

 



 

 

 

 

こ

こ

で

ポ

イ

ン

ト

と

な

る

の

は

、

ア

ド

ラ

ー

が

「

勇

気

づ

け

」

を

行

う

所

が

、

「

魔

術

や

魔

法

」

の

持

っ

て

い

る

力

と

一

致

し

て

い

る

所

で

あ

る

。

こ

れ

が

何

を

意

味

す

る

の

か

と

い

う

と

、

つ

ま

り

、

「

魔

術

や

魔

法

」

は

、

自

分

で

自

分

を

「

勇

気

づ

け

」

す

る

効

果

を

発

揮

す

る

も

の

に

な

る

と

い

う

こ

と

で

あ

る

。

 

 

だ

か

ら

こ

そ

、

「

魔

術

や

魔

法

」

は

現

代

に

お

い

て

必

要

な

の

だ

と

思

う

。

 

 

・

４

種

の

「

オ

イ

デ

ィ

プ

ス

」

的

な

弊

害

に

つ

い

て

 

  

こ

れ

ま

で

、

「

オ

イ

デ

ィ

プ

ス

」

と

い

う

も

の

に

つ

い

て

本

書

で

説

明

し

て

い

っ

た

が

、

こ

こ

で

「

オ

イ

デ

ィ

プ

ス

」

を

「

創

造

に

よ

 



 

 

・

「

日

本

神

話

」

で

表

現

さ

れ

て

い

る

こ

と

 

  

こ

こ

で

、

「

日

本

」

と

い

う

国

に

つ

い

て

述

べ

て

い

こ

う

と

思

う

。

 

 

『

「

父

性

原

理

」

と

「

母

性

原

理

」

に

つ

い

て

』

の

節

の

所

で

説

明

し

た

が

、

「

日

本

」

と

い

う

国

は

、

「

父

性

」

的

な

側

面

と

「

母

性

」

的

な

側

面

、

そ

れ

か

ら

、

「

一

神

教

」

的

な

側

面

と

「

多

神

教

」

的

な

側

面

を

二

つ

持

っ

て

い

る

か

の

よ

う

に

、

特

殊

な

性

質

を

持

っ

た

国

で

あ

る

。

 

 

一

方

で

、

西

洋

の

思

想

は

「

一

神

教

」

で

代

表

さ

れ

る

も

の

で

あ

る

。

一

番

象

徴

的

な

「

一

神

教

」

は

、

ユ

ダ

ヤ

人

の

持

つ

「

ユ

ダ

ヤ

教

」

で

あ

る

が

、

「

キ

リ

ス

ト

教

」

も

同

様

に

ユ

ダ

ヤ

教

の

派

生

物

で

あ

り

、

一

神

教

と

し

て

の

性

質

を

持

っ

て

い

る

。

従

っ

て

、

そ

う

し

た

も

の

を

信

じ

る

の

が

、

西

洋

に

と

っ

て

メ

ジ

ャ

ー

な

文

化

と

さ

れ

て

い

る

。

 

 

し

か

し

、

日

本

人

は

そ

う

し

た

「

一

神

教

」

的

な

性

質

と

、

「

多

神

教

」

的

な

性

質

を

合

わ

せ

持

つ

と

い

う

二

面

性

が

あ

り

、

そ

の

思

想

は

「

神

道

」

や

「

日

本

神

話

」

に

も

表

れ

て

い

る

。

「

一

神

教

」

は

神

道

に

お

い

て

「

ア

マ

テ

ラ

ス

」

的

な

側

面

が

持

っ

て

お

り

、

「

多

神

教

」

は

神

道

に

お

い

て

「

ス

サ

ノ

オ

」

的

な

側

面

が

持

っ

て

い

る

。

そ

し

て

、

そ

れ

ら

が

「

和

す

る

」

の

が

日

本

神

話

の

目

的

な

の

で

あ

る

。

・

・

・

と

い

う

こ

と

を

先

ほ

ど

も

説

明

し

た

。

 

 

日

本

の

こ

う

し

た

思

想

は

、

中

に

は

悪

い

方

面

に

向

か

う

こ

と

も

あ

り

、

そ

こ

で

悪

い

方

面

に

向

か

う

と

、

「

母

性

に

父

性

が

上

書

き

さ

れ

る

」

こ

と

に

よ

っ

て

、

「

オ

イ

デ

ィ

プ

ス

」

と

「

虚

栄

心

」

の

二

つ

に

ダ

ブ

ル

バ

イ

ン

ド

さ

れ

る

と

い

う

、

父

性

弊

害

が

起

き

つ

つ

も

、

母

性

弊

害

に

よ

っ

て

閉

じ

こ

め

ら

れ

て

し

ま

う

よ

う

な

状

況

が

起

き

て

し

ま

う

わ

け

で

あ

る

。

し

か

し

、

こ

う

し

た

最

も

悪

い

性

質

と

い

う

の

は

、

逆

に

考

え

る

と

最

も

良

い

性

質

の

裏

返

し

で

も

あ

る

。

こ

の

よ

う

に

、

「

日

本

」

と

い

う

国

は

世

界

的

に

見

る

と

珍

し

い

性

質

 



 

 

※

こ

の

サ

ン

プ

ル

は

内

容

の

一

部

を

抜

粋

し

た

も

の

で

す

。

 


